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有
料
広
告

月
2

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認

も
お
忘
れ
な
く
！

２
月
23
日（
土
）・24
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

８
日（
金
）・
20
日（
水
）・
27
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・
19
日（
火
）・
28
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
８
期・

介
護
保
険
料
８
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
期

納
期
限
は
２
月
２８
日（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

2
月
の
支
払
日

3
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

イベント情報

早春の訪れを告げる福寿草と紅梅の花をおたのしみく
ださい。
●開催日　平成３1年２月中旬から３月下旬まで
　　　　　午前９時～午後４時
●協力金　大人300円　中学生100円
　　　　　小学生以下無料
●駐車場　有り（無料）
●問い合わせ　下仁田町観光協会　☎67-7500

虻田福寿草の里（中小坂）虻田福寿草の里（中小坂）

『平成』の幕を閉じる成人式

次代を担う主役の門出

平成３１年成人式を盛り上げた
実行委員メンバー（記事 P23）

税の申告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P16
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P26～P28

税の申告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P16
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P26～P28

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１９年

22
No754

月月

Shimonita Pride in

力強い若者パワー

12月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

清 水　愛　子
石 井　洋　子
髙 橋　し　 ず
石 井　清　一
新 井　勇
黒 田　尚　久
岩 井　三　明
栁 澤　 　夫

（幸五郎）
（晃　英）
（杉﨑和枝）
（福澤みよ子）
（小橋桂子）
（かをる）
（正　典）
（　稔　）

小　川
下青倉
中小坂
大桑原
下青倉
旭　町
東　町
大　坂

地　区
ご出産おめでとうございます

石 井　成 晃 　（晃祐・美保）  下青倉

（保護者）出　生　児
じょうこう

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 2）
（　 5）
（　 2）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,406人
3,657人
3,749人
3,313世帯

転入  15人/  出生 3人
転出  13人/  死亡 12人

（1月1日現在）

（12月中）

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
下 山　大 将　　  （上蒔田）
木 暮　彩 乃  　　（伊勢崎市）｛
髙 橋　和 晃　　  （桐生市）
小金澤　希  　　  （南野牧）｛
青 木　拓 也　　  （富岡市）
石 井　沙 季  　   （中小坂）｛
松 浦　  保　  　  （中　央）
栁 沼　  歩    　   （南牧村）｛ 道の駅しもにた

リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
100円
1人
2個まで

100円
1人
2個まで

右記チケット提示で
神津牧場ジャージー牛乳使用プリン
１人２個まで100円　2/1～20日まで



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
住
民
税
・
所
得
税
の
申
告
の
受

付
と
申
告
相
談
が
２
月
18
日

（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告

期
間
中
、
税
務
署
や
申
告
相
談
会

場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
平
成
30
年
申
告
分
か
ら
納
税
者

本
人
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
、
配
偶
者
控
除
・
老
人
配
偶
者

控
除
額
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
額

が
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
配
偶

者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
者
本
人
の
前
年
中
の
収
入

金
額
が
１
，
２
２
０
万
円
以
下

（
所
得
金
額
の
合
計
額
が
１
，
０

０
０
万
円
以
下
）
の
場
合
に
の

み
、
配
偶
者
の
所
得
金
額
に
応
じ

て
段
階
的
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
住
民
税
・
所
得
税
各
申
告
書
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

で
す
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド

②
ご
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
や
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

・
土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
譲
渡

所
得
（
分
離
所
得
）
に
つ
い
て
は

富
岡
税
務
署
で
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
領
収
書
を
『
個
人

別
・
病
院
別
』
に
分
け
、
メ
モ
書

き
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
金
額
を
合
計
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療

費
通
知
で
、
自
己
負
担
額
、
公
費

負
担
額
等
の
記
載
が
な
い
も
の
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例
を

受
け
る
方
は
、
一
定
の
取
組
を

行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
と
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
の
領

収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
営
業
・
不
動
産
・
農
業
所
得
の
あ

る
方
は
、
必
ず
事
前
に
経
費
の
領
収

書
を
整
理
し
、
メ
モ
書
き
で
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
合

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
必
要

書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
出
か

け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人 

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
て
、
年
末
調
整
が
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

④
事
業
（
営
業
等
、
農
業
）
・
不

動
産
の
所
得
が
あ
っ
た
人

⑤
平
成
30
年
中
に
土
地
や
建
物
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人

●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税

が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で

購
入
し
た
人

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
の
中
途
で

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給
・
年
金
か
ら
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
各
種
控
除

の
あ
る
人

●
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
を
受
け
た

人
は
、
税
の
申
告
時
に
住
民
税
や
所

得
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
申
請
窓
口
　
福
祉
保
険
課
介
護

保
険
係
　
☎
64―

８
８
０
２

●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
平
成
31
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
に
下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
平
成
30
年
中
に
所
得
の

あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
全
く
な
か
っ

た
、
も
し
く
は
、
生
計
を
一
に
す
る

親
族
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
人

③
住
民
税
に
お
い
て
医
療
費
控
除

や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４

０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
年

金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
に
満
た

な
い
人

⑤
所
得
が
な
い
人
で
、
所
得
証
明

な
ど
が
必
要
な
人

●
次
の
人
は
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
医

療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
他

の
控
除
が
な
い
人

●
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
・
介
護
保
険

　加
入
者

の
住
民
税
申
告
に
つ
い
て

　
親
族
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

で
も
、
公
的
年
金
や
給
与
収
入
等

が
な
い
場
合
は
、
自
己
負
担
限
度

額
や
保
険
税
（
料
）
の
算
定
の
た

め
に
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

未
申
告
の
場
合
、
限
度
額
適
用
認

定
証
の
交
付
や
税
（
料
）
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

□住民税申告書（役場から送付された方）
□ハガキ等「確定申告のお知らせ」（税務署から送付された人）
□①個人番号カード（写真が付いているもの）、または通知カード
　②ご本人確認書類（運転免許証、保険証等）
□印鑑、筆記用具
□前年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や支払調書の原本　※少額のものでも必ず全てお持ちください
□（営業・農業・不動産所得のある方）収支内訳書など収入金額と必要経費を計算できる書類
※事前に計算してください
□国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、その他社会保険料の支払額が分かる書類
□生命保険料、地震保険料の控除証明書
□雑損控除や寄附金控除などの控除を受ける場合は、それを証明できる書類
□医療費領収書など医療費控除を受けるのに必要な書類　※事前に計算してください
□申告者本人名義の預貯金口座の分かるもの

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

行政情報行政情報

■
住
民
税
の
申
告

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

■
所
得
税
の
申
告

■
配
偶
者
及
び
配
偶
者

特
別
控
除
額
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す

税
の
申
告
に
つ
い
て 

〜
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
〜

◇所得税控除額一覧表
○配偶者控除額及び老人配偶者控除額（配偶者の合計所得38万以下の方）

※扶養の範囲は上記の改正後も変更はありません。

配偶者の年齢

配偶者の
合計所得額

控除額(納税義務者本人の所得)

900万以下

380,000

360,000

310,000

260,000

210,000

～　900,000

～　950,000

～1,000,000

～1,050,000

配偶者の
合計所得額

～1,100,000

～1,150,000

～1,200,000

～1,230,000

1,230,001以上

950万以下

260,000

240,000

210,000

180,000

140,000

1,000万以下

130,000

120,000

110,000

90,000

70,000

控除額(納税義務者本人の所得)

900万以下

160,000

110,000

60,000

30,000

0

950万以下

110,000

80,000

40,000

20,000

0

1,000万以下

60,000

40,000

20,000

10,000

0

控除額

納税義務者本人の所得

70歳（昭和24年1月1日以前生まれ）以上の配偶者

上記以外の配偶者

900万以下

480,000

380,000

950万以下

320,000

260,000

1,000万以下

160,000

130,000

380,001～
850,000

○配偶者特別控除額（配偶者の合計所得38万超～123万以下の方）
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住
民
税
・
所
得
税
の
申
告
の
受

付
と
申
告
相
談
が
２
月
18
日

（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告

期
間
中
、
税
務
署
や
申
告
相
談
会

場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
平
成
30
年
申
告
分
か
ら
納
税
者

本
人
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
、
配
偶
者
控
除
・
老
人
配
偶
者

控
除
額
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
額

が
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
配
偶

者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
者
本
人
の
前
年
中
の
収
入

金
額
が
１
，
２
２
０
万
円
以
下

（
所
得
金
額
の
合
計
額
が
１
，
０

０
０
万
円
以
下
）
の
場
合
に
の

み
、
配
偶
者
の
所
得
金
額
に
応
じ

て
段
階
的
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
住
民
税
・
所
得
税
各
申
告
書
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

で
す
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド

②
ご
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
や
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

・
土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
譲
渡

所
得
（
分
離
所
得
）
に
つ
い
て
は

富
岡
税
務
署
で
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
領
収
書
を
『
個
人

別
・
病
院
別
』
に
分
け
、
メ
モ
書

き
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
金
額
を
合
計
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療

費
通
知
で
、
自
己
負
担
額
、
公
費

負
担
額
等
の
記
載
が
な
い
も
の
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例
を

受
け
る
方
は
、
一
定
の
取
組
を

行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
と
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
の
領

収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
営
業
・
不
動
産
・
農
業
所
得
の
あ

る
方
は
、
必
ず
事
前
に
経
費
の
領
収

書
を
整
理
し
、
メ
モ
書
き
で
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
合

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
必
要

書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
出
か

け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人 

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
て
、
年
末
調
整
が
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

④
事
業
（
営
業
等
、
農
業
）
・
不

動
産
の
所
得
が
あ
っ
た
人

⑤
平
成
30
年
中
に
土
地
や
建
物
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人

●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税

が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で

購
入
し
た
人

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
の
中
途
で

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給
・
年
金
か
ら
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
各
種
控
除

の
あ
る
人

●
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
を
受
け
た

人
は
、
税
の
申
告
時
に
住
民
税
や
所

得
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
申
請
窓
口
　
福
祉
保
険
課
介
護

保
険
係
　
☎
64―
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●
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
平
成
31
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
に
下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
平
成
30
年
中
に
所
得
の

あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
全
く
な
か
っ

た
、
も
し
く
は
、
生
計
を
一
に
す
る

親
族
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
人

③
住
民
税
に
お
い
て
医
療
費
控
除

や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４

０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
年

金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
に
満
た

な
い
人

⑤
所
得
が
な
い
人
で
、
所
得
証
明

な
ど
が
必
要
な
人

●
次
の
人
は
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
医

療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
他

の
控
除
が
な
い
人

●
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
・
介
護
保
険

　加
入
者

の
住
民
税
申
告
に
つ
い
て

　
親
族
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

で
も
、
公
的
年
金
や
給
与
収
入
等

が
な
い
場
合
は
、
自
己
負
担
限
度

額
や
保
険
税
（
料
）
の
算
定
の
た

め
に
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

未
申
告
の
場
合
、
限
度
額
適
用
認

定
証
の
交
付
や
税
（
料
）
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

□住民税申告書（役場から送付された方）
□ハガキ等「確定申告のお知らせ」（税務署から送付された人）
□①個人番号カード（写真が付いているもの）、または通知カード
　②ご本人確認書類（運転免許証、保険証等）
□印鑑、筆記用具
□前年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や支払調書の原本　※少額のものでも必ず全てお持ちください
□（営業・農業・不動産所得のある方）収支内訳書など収入金額と必要経費を計算できる書類
※事前に計算してください
□国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、その他社会保険料の支払額が分かる書類
□生命保険料、地震保険料の控除証明書
□雑損控除や寄附金控除などの控除を受ける場合は、それを証明できる書類
□医療費領収書など医療費控除を受けるのに必要な書類　※事前に計算してください
□申告者本人名義の預貯金口座の分かるもの

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

行政情報行政情報

■
住
民
税
の
申
告

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

■
所
得
税
の
申
告

■
配
偶
者
及
び
配
偶
者

特
別
控
除
額
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す

税
の
申
告
に
つ
い
て 

〜
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
〜

◇所得税控除額一覧表
○配偶者控除額及び老人配偶者控除額（配偶者の合計所得38万以下の方）

※扶養の範囲は上記の改正後も変更はありません。

配偶者の年齢

配偶者の
合計所得額

控除額(納税義務者本人の所得)

900万以下

380,000

360,000

310,000

260,000

210,000

～　900,000

～　950,000

～1,000,000

～1,050,000

配偶者の
合計所得額

～1,100,000

～1,150,000

～1,200,000

～1,230,000

1,230,001以上

950万以下

260,000

240,000

210,000

180,000

140,000

1,000万以下

130,000

120,000

110,000

90,000

70,000

控除額(納税義務者本人の所得)

900万以下

160,000

110,000

60,000

30,000

0

950万以下

110,000

80,000

40,000

20,000

0

1,000万以下

60,000

40,000

20,000

10,000

0

控除額

納税義務者本人の所得

70歳（昭和24年1月1日以前生まれ）以上の配偶者

上記以外の配偶者

900万以下

480,000

380,000

950万以下

320,000

260,000

1,000万以下

160,000

130,000

380,001～
850,000

○配偶者特別控除額（配偶者の合計所得38万超～123万以下の方）



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

富
岡
税
務
署
で
の

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

●
児
童
扶
養
手
当

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
受
給
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
又
は

20
歳
未
満
の
障
害
児
童
を
「
監

護
し
て
い
る
母
」
、
「
監
護

し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
す

る
父
」
、
「
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
」
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に

あ
る
児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◯
児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合  

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通
所

施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
場
合

◯
母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ

と①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合 

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合
（
受
給
資
格
の

③
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
場
合
（
受
給
資
格
の
③
を
除

く
）
　

◯
父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合

②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合
（
受
給
資
格
の

③
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
場
合
（
受
給
資
格
の
③
を
除

く
）

●
手
当
額

　
所
得
と
児
童
数
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
者
本

人
と
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
に

応
じ
て
、
全
部
支
給
、
一
部
支

給
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い

て
、
そ
の
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
受
給
資
格

　
政
令
に
定
め
る
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
す

る
父
母
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、
養
育
者
お
よ
び
児
童

が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童

福
祉
施
設
な
ど
（
通
所
施
設
を

除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

そ
の
他
、
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す

●
手
当
額
（
月
額
）

手
当
１
級…

５
１
，
７
０
０
円

手
当
２
級…

３
４
，
４
３
０
円

※

該
当
す
る
方
は
、
福
祉
保
険

課
福
祉
係
で
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
制
度
の
内
容
や

手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
詳
し

い
こ
と
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４―
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（
直
通
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

行政情報行政情報

※各会場の受付時間は、午前９時３０分から午後３時３０分までです。
※対象地区以外は受付け出来ませんので、ご協力ください。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※営業・農業所得がある方は収入支出の集計を、また、医療費控除のある方は、領収書の集計をしてお出かけください。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参下さい。
●問い合わせ　住民税務課 税務係　☎８２－２１１３

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
土谷沢・上青倉・下青倉（日向・日影）
宮室・大桑原・下青倉（小北野・跡関）
本宿・横間・南野牧区
西野牧区・矢川区・市野萱区
中小坂・大平・東野牧区
下小坂・大坂区・上小坂区
大東区・田城・緑ヶ丘区
城西・竹の上（光陽団地含む）
中央・小川（田城・竹の上除く）・蒔田区
下町・仲町・上町区
東町・川井区
旭町・吉崎・栗山区

１8日（月）
１9日（火）
20日（水）
21日（木）
２２日（金）
２5日（月）
２6日（火）
２7日（水）
２8日（木）
１日（金）
4日（月）
5日（火）
6日（水）
７日（木）
８日（金）
11日（月）
１2日（火）
１3日（水）
１４日（木）
１５日（金）

青倉

青倉
西牧

馬山
小坂

下仁田

全

西牧

馬山

小坂

下仁田

青倉社会体育館ミーティングルーム（旧青倉小図書館）

公民館西牧分館（活性化センター）2階

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

交流防災ステーション（道の駅敷地内の建物）

役場二階２０１会議室

青倉社会体育館ミーティングルーム（旧青倉小図書館）
公民館西牧分館（活性化センター）2階
旧小坂小校舎（１階西：旧教室）
交流防災ステーション（道の駅敷地内の建物）

２月

３月

地区ごとの二次申告です。
行政区の定められた日にお出掛け
できない方は、この日に。

全地区対象
役場二階２０１会議室

受付時間：午前９時３０分から午後3時30分まで2月18日（月）～3月15日（金）申告相談日程表

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅

等
の
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、

郵
送
で
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
電
子
申
告
（
ｅ―

Ｔ
ａ
Ｘ
・
要
事
前
準

備
）
に
よ
り
申
告
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申

告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
　
富
岡
税
務
署
　
２
階
大
会
議
室

●
期
間
　
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３

月
15
日
（
金
）
ま
で

※

土
、
日
及
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※

閉
庁
日
の
う
ち
、
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
）

及
び
３
月
３
日
（
日
）
は
、
前
橋
税
務
署
と
高
崎

税
務
署
の
署
外
会
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
受

付
開
始
　
午
前
８
時
半
）

※

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

午
後
３
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
操
作
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
問
い
合
わ
せ

「
ｅ―

Ｔ
ａ
Ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

☎
０
５
７
０―

０
１―

５
９
０
１
（
全
国
一
律

市
内
通
話
料
金
）

●
受
付
日
　
月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
及
び
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
）

○
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５
（
自
動
音
声
案

内
で
ご
案
内
し
ま
す
）
　



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

富
岡
税
務
署
で
の

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

●
児
童
扶
養
手
当

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
受
給
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
又
は

20
歳
未
満
の
障
害
児
童
を
「
監

護
し
て
い
る
母
」
、
「
監
護

し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
す

る
父
」
、
「
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
」
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に

あ
る
児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◯
児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合  

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通
所

施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
場
合

◯
母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ

と①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合 

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合
（
受
給
資
格
の

③
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
場
合
（
受
給
資
格
の
③
を
除

く
）
　

◯
父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合

②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合
（
受
給
資
格
の

③
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
場
合
（
受
給
資
格
の
③
を
除

く
）

●
手
当
額

　
所
得
と
児
童
数
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
者
本

人
と
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
に

応
じ
て
、
全
部
支
給
、
一
部
支

給
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い

て
、
そ
の
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
受
給
資
格

　
政
令
に
定
め
る
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
す

る
父
母
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、
養
育
者
お
よ
び
児
童

が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童

福
祉
施
設
な
ど
（
通
所
施
設
を

除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

そ
の
他
、
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す

●
手
当
額
（
月
額
）

手
当
１
級…

５
１
，
７
０
０
円

手
当
２
級…

３
４
，
４
３
０
円

※

該
当
す
る
方
は
、
福
祉
保
険

課
福
祉
係
で
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
制
度
の
内
容
や

手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
詳
し

い
こ
と
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
３

（
直
通
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

行政情報行政情報

※各会場の受付時間は、午前９時３０分から午後３時３０分までです。
※対象地区以外は受付け出来ませんので、ご協力ください。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※営業・農業所得がある方は収入支出の集計を、また、医療費控除のある方は、領収書の集計をしてお出かけください。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参下さい。
●問い合わせ　住民税務課 税務係　☎８２－２１１３

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
土谷沢・上青倉・下青倉（日向・日影）
宮室・大桑原・下青倉（小北野・跡関）
本宿・横間・南野牧区
西野牧区・矢川区・市野萱区
中小坂・大平・東野牧区
下小坂・大坂区・上小坂区
大東区・田城・緑ヶ丘区
城西・竹の上（光陽団地含む）
中央・小川（田城・竹の上除く）・蒔田区
下町・仲町・上町区
東町・川井区
旭町・吉崎・栗山区

１8日（月）
１9日（火）
20日（水）
21日（木）
２２日（金）
２5日（月）
２6日（火）
２7日（水）
２8日（木）
１日（金）
4日（月）
5日（火）
6日（水）
７日（木）
８日（金）
11日（月）
１2日（火）
１3日（水）
１４日（木）
１５日（金）

青倉

青倉
西牧

馬山
小坂

下仁田

全

西牧

馬山

小坂

下仁田

青倉社会体育館ミーティングルーム（旧青倉小図書館）

公民館西牧分館（活性化センター）2階

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

交流防災ステーション（道の駅敷地内の建物）

役場二階２０１会議室

青倉社会体育館ミーティングルーム（旧青倉小図書館）
公民館西牧分館（活性化センター）2階
旧小坂小校舎（１階西：旧教室）
交流防災ステーション（道の駅敷地内の建物）

２月

３月

地区ごとの二次申告です。
行政区の定められた日にお出掛け
できない方は、この日に。

全地区対象
役場二階２０１会議室

受付時間：午前９時３０分から午後3時30分まで2月18日（月）～3月15日（金）申告相談日程表

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅

等
の
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、

郵
送
で
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
電
子
申
告
（
ｅ―

Ｔ
ａ
Ｘ
・
要
事
前
準

備
）
に
よ
り
申
告
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申

告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
　
富
岡
税
務
署
　
２
階
大
会
議
室

●
期
間
　
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３

月
15
日
（
金
）
ま
で

※

土
、
日
及
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※

閉
庁
日
の
う
ち
、
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
）

及
び
３
月
３
日
（
日
）
は
、
前
橋
税
務
署
と
高
崎

税
務
署
の
署
外
会
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
受

付
開
始
　
午
前
８
時
半
）

※

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

午
後
３
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
操
作
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
問
い
合
わ
せ

「
ｅ―

Ｔ
ａ
Ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

☎
０
５
７
０―

０
１―

５
９
０
１
（
全
国
一
律

市
内
通
話
料
金
）

●
受
付
日
　
月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
及
び
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
）

○
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５
（
自
動
音
声
案

内
で
ご
案
内
し
ま
す
）
　



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
奨
学
ロ
ー

ン
借
入
希
望
の
方
は
、
平
成
31
年

３
月
か
ら
役
場
地
域
創
生
課
で
登

録
申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田

奨
学
金
制
度
」
と
は
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
下
仁
田
町
へ
帰
っ

て
く
る
こ
と
を
地
域
全
体
で
応
援

す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
内
の
連
携
金

融
機
関
か
ら
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ

く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
借

り
、
返
済
し
た
場
合
に
、
在
学
中

は
利
息
相
当
額
を
、
卒
業
後
は
下

仁
田
町
に
戻
っ
て
居
住
し
て
い
る

期
間
の
元
金
と
利
息
相
当
額
を
町

が
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田

奨
学
金
基
金
」
か
ら
補
助
し
ま

す
。
な
お
、
町
の
補
助
を
受
け
る

に
は
「
補
助
金
交
付
申
請
」
「
実

績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
を

毎
年
度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
要
綱

等
を
改
正
し
、
役
場
へ
の
提
出
書

類
を
簡
略
化
し
ま
し
た
。
申
請
書

等
の
様
式
は
、
地
域
創
生
課
へ
取

り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
要
件

保
護
者
等
が
町
内
に
住
ん
で
い
る

学
生

●
奨
学
ロ
ー
ン
関
係

▽
貸
付
額

高
校
生
・
予
備
校
生

月
額
３
万
円

短
大
生
・
大
学
生
・
大
学
院
生
・

専
門
学
校
生
　
月
額
５
万
円

▽
貸
付
利
率
　
１
・
５
％
（
変
動

金
利
）

▽
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

▽
返
済
期
間

在
学
中
：
利
息
の
返
済

卒
業
後
（
10
年
間
）
：
元
金
及
び

利
息
の
返
済

▽
受
付
期
間
　
通
年

●
奨
学
金
制
度
の
登
録
申
込

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
地
域

創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
で
も
可
）

広
報しもにた

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
」

行政情報行政情報

登録申込→金融機関との
奨学ローン契約締結のながれ

役場へ
登録申込に必要な書

類を提出 保護者等

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
受付後の書類を郵送

※受付後の書類は奨学ローン契約申込の際に必要です

保護者等

※必要書類は各金融機関へお問い合わせください

役場

金融機関へ
奨学ローンの
契約申込

役
場
へ
登
録
申
込

金
融
機
関
と
の
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
締
結

●
奨
学
金
償
還
補
助
金
関
係

▽
補
助
対
象
費
　
奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
に
要
し
た
利
息
及
び
元
金
（
補
助
金
額
の
上

限
あ
り
）

▽
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学
し
て
い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
を
卒
業
し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民
登
録
し
、
か
つ
、
実

際
に
居
住
し
て
お
り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返
済
し
て
い
る
保
護
者
等

▽
補
助
金
交
付
申
請

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類
の
写
し

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
、
卒
業
証
書
　
い
ず
れ
か
の
写
し

⑥
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し
（
卒
業
後
、
就
職
し
た
方
の
み
）

※
①
か
ら
⑥
の
書
類
を
最
初
の
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の
支
払
開
始
又
は

元
金
の
支
払
開
始
の
10
日
前
ま
で
に
役
場
地
域
創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
で
も
可
）

実績報告兼補助金交付請求→
補助金受取りのながれ

金融機関から
奨学ローンの借入及び
返済を証する書類を

取得 保護者等

保護者等

保護者等の口座へ
補助金交付
（口座振込） 役場

保護者等へ
補助金確定通知書を

郵送 役場

役場へ
実績報告兼補助金交
付請求に必要な書類

を提出

役
場
へ
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求

し
も
に
た
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

ご
利
用
す
る
方
へ

し
も
に
た
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

ご
利
用
す
る
方
へ

補
助
金
の
受
取
り

　
停
留
所
に
は
バ
ス
を
待
つ
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ス
を
お

待
ち
の
際
は
、
近
く
に
待
機
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば

そ
ち
ら
で
待
つ
な
ど
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

　
停
留
所
に
は
バ
ス
を
待
つ
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ス
を
お

待
ち
の
際
は
、
近
く
に
待
機
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば

そ
ち
ら
で
待
つ
な
ど
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

金融機関との奨学ローン契約締結→
補助金交付申請のながれ

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
補助金交付（変更交
付・不交付）決定通
知書を郵送 役場

保護者等

最初の奨学ローン
の借入開始、利息
の支払開始又は元
金の支払開始の10
日前までに役場へ

補助金交付申請に
必要な書類を提出

金
融
機
関
と
の

奨
学
ロ
ー
ン

契
約
締
結

役
場
へ
補
助
金
交
付
申
請

▽
実
績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類

⑤
入
学
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し
（
在
学
生
）

⑥
在
住
確
認
書
又
は
社
員
証
明
書
（
卒
業
生
等
）

※
①
か
ら
⑥
の
書
類
を
翌
年
４
月
末
日
ま
で
に
役
場
地
域
創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
30
年
度
の
提
出
期
限
は
、
平
成
31
年
４
月
30
日
で
す
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

３
３
１
１

群
馬
県
信
用
組
合
　
西
牧
支
店
　
☎
84―

２
２
２
１

翌年３月翌年３月

翌年４月末日まで翌年４月末日まで

翌年５月翌年５月

翌年５月翌年５月
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平
成
31
年
４
月
か
ら
奨
学
ロ
ー

ン
借
入
希
望
の
方
は
、
平
成
31
年

３
月
か
ら
役
場
地
域
創
生
課
で
登

録
申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田

奨
学
金
制
度
」
と
は
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
下
仁
田
町
へ
帰
っ

て
く
る
こ
と
を
地
域
全
体
で
応
援

す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
内
の
連
携
金

融
機
関
か
ら
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ

く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
借

り
、
返
済
し
た
場
合
に
、
在
学
中

は
利
息
相
当
額
を
、
卒
業
後
は
下

仁
田
町
に
戻
っ
て
居
住
し
て
い
る

期
間
の
元
金
と
利
息
相
当
額
を
町

が
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田

奨
学
金
基
金
」
か
ら
補
助
し
ま

す
。
な
お
、
町
の
補
助
を
受
け
る

に
は
「
補
助
金
交
付
申
請
」
「
実

績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
を

毎
年
度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
要
綱

等
を
改
正
し
、
役
場
へ
の
提
出
書

類
を
簡
略
化
し
ま
し
た
。
申
請
書

等
の
様
式
は
、
地
域
創
生
課
へ
取

り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
要
件

保
護
者
等
が
町
内
に
住
ん
で
い
る

学
生

●
奨
学
ロ
ー
ン
関
係

▽
貸
付
額

高
校
生
・
予
備
校
生

月
額
３
万
円

短
大
生
・
大
学
生
・
大
学
院
生
・

専
門
学
校
生
　
月
額
５
万
円

▽
貸
付
利
率
　
１
・
５
％
（
変
動

金
利
）

▽
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

▽
返
済
期
間

在
学
中
：
利
息
の
返
済

卒
業
後
（
10
年
間
）
：
元
金
及
び

利
息
の
返
済

▽
受
付
期
間
　
通
年

●
奨
学
金
制
度
の
登
録
申
込

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
地
域

創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
で
も
可
）

広
報しもにた

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
」

行政情報行政情報

登録申込→金融機関との
奨学ローン契約締結のながれ

役場へ
登録申込に必要な書

類を提出 保護者等

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
受付後の書類を郵送

※受付後の書類は奨学ローン契約申込の際に必要です

保護者等

※必要書類は各金融機関へお問い合わせください

役場

金融機関へ
奨学ローンの
契約申込

役
場
へ
登
録
申
込

金
融
機
関
と
の
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
締
結

●
奨
学
金
償
還
補
助
金
関
係

▽
補
助
対
象
費
　
奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
に
要
し
た
利
息
及
び
元
金
（
補
助
金
額
の
上

限
あ
り
）

▽
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学
し
て
い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
を
卒
業
し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民
登
録
し
、
か
つ
、
実

際
に
居
住
し
て
お
り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返
済
し
て
い
る
保
護
者
等

▽
補
助
金
交
付
申
請

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類
の
写
し

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
、
卒
業
証
書
　
い
ず
れ
か
の
写
し

⑥
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し
（
卒
業
後
、
就
職
し
た
方
の
み
）

※
①
か
ら
⑥
の
書
類
を
最
初
の
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の
支
払
開
始
又
は

元
金
の
支
払
開
始
の
10
日
前
ま
で
に
役
場
地
域
創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
で
も
可
）

実績報告兼補助金交付請求→
補助金受取りのながれ

金融機関から
奨学ローンの借入及び
返済を証する書類を

取得 保護者等

保護者等

保護者等の口座へ
補助金交付
（口座振込） 役場

保護者等へ
補助金確定通知書を

郵送 役場

役場へ
実績報告兼補助金交
付請求に必要な書類

を提出

役
場
へ
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求

し
も
に
た
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

ご
利
用
す
る
方
へ

し
も
に
た
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

ご
利
用
す
る
方
へ

補
助
金
の
受
取
り

　
停
留
所
に
は
バ
ス
を
待
つ
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ス
を
お

待
ち
の
際
は
、
近
く
に
待
機
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば

そ
ち
ら
で
待
つ
な
ど
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

　
停
留
所
に
は
バ
ス
を
待
つ
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ス
を
お

待
ち
の
際
は
、
近
く
に
待
機
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば

そ
ち
ら
で
待
つ
な
ど
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

金融機関との奨学ローン契約締結→
補助金交付申請のながれ

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
補助金交付（変更交
付・不交付）決定通
知書を郵送 役場

保護者等

最初の奨学ローン
の借入開始、利息
の支払開始又は元
金の支払開始の10
日前までに役場へ

補助金交付申請に
必要な書類を提出

金
融
機
関
と
の

奨
学
ロ
ー
ン

契
約
締
結

役
場
へ
補
助
金
交
付
申
請

▽
実
績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類

⑤
入
学
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し
（
在
学
生
）

⑥
在
住
確
認
書
又
は
社
員
証
明
書
（
卒
業
生
等
）

※
①
か
ら
⑥
の
書
類
を
翌
年
４
月
末
日
ま
で
に
役
場
地
域
創
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
30
年
度
の
提
出
期
限
は
、
平
成
31
年
４
月
30
日
で
す
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
　
下
仁
田
支
店
　
☎
82―

３
３
１
１

群
馬
県
信
用
組
合
　
西
牧
支
店
　
☎
84―

２
２
２
１

翌年３月翌年３月

翌年４月末日まで翌年４月末日まで

翌年５月翌年５月

翌年５月翌年５月
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義

援
金
は
平
成
31
年
３
月
20
日

（
水
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。
役
場

の
み
土
・
日
曜
日
も
平
日
と
同
じ

時
間
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
12
月
20
日
を

も
っ
て
受
付
を
終
了
し
た
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
総
額

は
、
５
３
６
，
６
３
６
円
で
し

た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
被

災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

※

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課

☎
82―

２
１
１
４

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

　
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
４
時
以

降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平

日
）
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下

り
便
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

午
後
４
時
以
降
に
利
用
さ
れ
る
一

般
の
方
は
、
時
刻
表
を
よ
く
ご
覧

の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※

１
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生

徒
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※

２
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ

は
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期
　
２
月
18

日
（
月
）
〜
３
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

２
月
18
日
か
ら
登
下
校
に
合
わ
せ
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

12月4日

12月7日

12月14日

12月21日

12月27日

12月27日

12月分

12月分

12月分

会費

会費

会費

会費

会費

その他

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

12月分 計

(12月分)

支出金額

教育ＩＣＴアドバイザー懇親会

下仁田町消防本部役員懇親会

下仁田町議会三委員会合同忘年会

甘楽西部環境衛生施設組合議会忘年会

国会議員との情報交換会

国会議員との情報交換会賄費

葬儀香典2件

葬儀生花4件

手土産代9件

5,000 

5,000 

5,000 

5,000 

6,000 

1,731 

8,000 

30,000 

36,140 

101,871 

　
包
丁
を
に
ぎ
っ
て
調
理
し
た
こ

と
の
な
い
男
性
、
初
心
者
が
集

ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
と
に
ぎ
や
か
に

み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
２
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15

名
（
先
着
順
）

●
内
容
　
調
理
実
習
「
ひ
と
足
早

い
お
節
句
料
理
」
試
食
を
と
り
な
が

ら
楽
し
く
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル
、
材
料
代

●
申
込
先
　
保
健
環
境
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
保
健
推
進
係
ま
で

☎
82―

５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
男
性
の
料
理
教
室
」
受
講
者
募
集
！

　
軽
自
動
車
税
は
、
使
用
し
て
い

る
、
し
て
い
な
い
に
関
係
な
く
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い

る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
使
わ

な
い
車
両
や
名
義
変
更
を
し
て
い
な

い
車
両
な
ど
は
、
年
の
途
中
で
変
更

さ
れ
て
も
税
金
は
戻
り
ま
せ
ん
の

で
、
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税…

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

自
動
車
税…

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

県
税
課

☎
63―

２
２
４
５

使
わ
な
い
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

＜前回のようす＞＜前回のようす＞

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬県ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

群馬県自動車整備振興会
前橋市上泉町397－1　☎027－261－0274
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町399－1　☎050－5540－2021
軽自動車検査協会　群馬事務所
前橋市野中町322－1　☎050－3816－3109
※2月12日より前橋市五代町1047－2※TELは変更ありません
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町３９９－１
☎０５０－５５４０－２０２１

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車

（250ｃｃを超えるもの）
3輪の軽自動車

4輪の軽自動車

　
平
成
30
年
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
卒
業
し
、
町
の
便
利
屋
「
や

お
よ
ろ
ず
〜
y
a
o
y
o
r
o-

z
u
〜
」
を
起
業
し
た
小
池
準
さ

ん
（
37
歳
）
除
草
作
業
・
蜂
の
駆

除
・
墓
地
清
掃
な
ど
を
中
心
に
、

幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
報
告

〜
町
の
便
利
屋
で
地
域
支
援
〜

町
の
若
者
定
住
対
策
の
一
環
に
よ

り
起
業
さ
れ
た
事
業
で
す
の
で
、

お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
町
の
便
利
屋

「
や
お
よ
ろ
ず
」
（
馬
山
）

連
絡
先
　
☎
64―

9
6
5
7

行政情報行政情報
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義

援
金
は
平
成
31
年
３
月
20
日

（
水
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。
役
場

の
み
土
・
日
曜
日
も
平
日
と
同
じ

時
間
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
12
月
20
日
を

も
っ
て
受
付
を
終
了
し
た
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
総
額

は
、
５
３
６
，
６
３
６
円
で
し

た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
被

災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

※

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課

☎
82―

２
１
１
４

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

　
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
４
時
以

降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平

日
）
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下

り
便
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

午
後
４
時
以
降
に
利
用
さ
れ
る
一

般
の
方
は
、
時
刻
表
を
よ
く
ご
覧

の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※

１
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生

徒
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※

２
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ

は
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期
　
２
月
18

日
（
月
）
〜
３
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

２
月
18
日
か
ら
登
下
校
に
合
わ
せ
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

12月4日

12月7日

12月14日

12月21日

12月27日

12月27日

12月分

12月分

12月分

会費

会費

会費

会費

会費

その他

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

12月分 計

(12月分)

支出金額

教育ＩＣＴアドバイザー懇親会

下仁田町消防本部役員懇親会

下仁田町議会三委員会合同忘年会

甘楽西部環境衛生施設組合議会忘年会

国会議員との情報交換会

国会議員との情報交換会賄費

葬儀香典2件

葬儀生花4件

手土産代9件

5,000 

5,000 

5,000 

5,000 

6,000 

1,731 

8,000 

30,000 

36,140 

101,871 

　
包
丁
を
に
ぎ
っ
て
調
理
し
た
こ

と
の
な
い
男
性
、
初
心
者
が
集

ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
と
に
ぎ
や
か
に

み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
２
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15

名
（
先
着
順
）

●
内
容
　
調
理
実
習
「
ひ
と
足
早

い
お
節
句
料
理
」
試
食
を
と
り
な
が

ら
楽
し
く
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル
、
材
料
代

●
申
込
先
　
保
健
環
境
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
保
健
推
進
係
ま
で

☎
82―

５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
男
性
の
料
理
教
室
」
受
講
者
募
集
！

　
軽
自
動
車
税
は
、
使
用
し
て
い

る
、
し
て
い
な
い
に
関
係
な
く
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い

る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
使
わ

な
い
車
両
や
名
義
変
更
を
し
て
い
な

い
車
両
な
ど
は
、
年
の
途
中
で
変
更

さ
れ
て
も
税
金
は
戻
り
ま
せ
ん
の

で
、
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税…

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

自
動
車
税…

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

県
税
課

☎
63―

２
２
４
５

使
わ
な
い
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

＜前回のようす＞＜前回のようす＞

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬県ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

群馬県自動車整備振興会
前橋市上泉町397－1　☎027－261－0274
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町399－1　☎050－5540－2021
軽自動車検査協会　群馬事務所
前橋市野中町322－1　☎050－3816－3109
※2月12日より前橋市五代町1047－2※TELは変更ありません
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町３９９－１
☎０５０－５５４０－２０２１

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車

（250ｃｃを超えるもの）
3輪の軽自動車

4輪の軽自動車

　
平
成
30
年
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
卒
業
し
、
町
の
便
利
屋
「
や

お
よ
ろ
ず
〜
y
a
o
y
o
r
o-

z
u
〜
」
を
起
業
し
た
小
池
準
さ

ん
（
37
歳
）
除
草
作
業
・
蜂
の
駆

除
・
墓
地
清
掃
な
ど
を
中
心
に
、

幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
報
告

〜
町
の
便
利
屋
で
地
域
支
援
〜

町
の
若
者
定
住
対
策
の
一
環
に
よ

り
起
業
さ
れ
た
事
業
で
す
の
で
、

お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
町
の
便
利
屋

「
や
お
よ
ろ
ず
」
（
馬
山
）

連
絡
先
　
☎
64―

9
6
5
7

行政情報行政情報
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新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
す
べ
て
が
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す
み
や
か
に
市
役

所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
加
入
後
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
年
金
手
帳
」
と
「
納
付
書
」
等

が
届
き
ま
す
。

　
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
手

続
き
は
不
要
で
す
。

○
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
口
座
振
替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
す
る
「
早
割

制
度
」
を
ご
利
用
し
ま
す
と
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

２
年
・
１
年
・
６
ヵ
月
（
年
２
回
）
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
月
々
や
現
金
で
納
め
る
よ
り
割
引
に
な
り
更

に
お
得
で
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
（
学
生
の
み
）
や
納
付
猶
予
制

度
（
50
歳
未
満
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
平成29年度決算概要

　歳入は、総額16億8,006万4千円となり、構成比では、分担金及び負担金が15億1,634万9千円で全体の90.2％を
占めています。
　歳出は、総額16億3,099万7千円となり、構成比では、消防費が12億6,374万9千円で77.5％と大きく、次いで教育
費が1億701万3千円で6.6％を占めています。

歳 　 出 決 算 額

795千円

63,250千円

63,157千円

93千円

102,492千円

1,263,749千円

107,013千円

88千円

106,925千円

93,698千円

0千円

1,630,997千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.9％

3.9％

0.0％

6.3％

77.5％

6.6％

0.0％

6.6％

5.7％

0.0％

100.0％

歳 　 出 決 算 額

1,516,349千円

36,703千円

8,075千円

28,625千円

23,712千円

66,600千円

1,680,064千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

90.2％

2.2％

0.5％

1.7％

1.4％

4.0％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
友
訪
へ
ば
山
茶
花
日
和
杖
つ
い
て

　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
初
詣
で
願
い
て
安
堵
の
鎮
守
様

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
お
焚
き
あ
げ
読
経
も
賑
わ
い
も
初
空
へ
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
日
向
ぼ
こ
小
春
日
和
に
集
い
来
て
四
方
山
話
り
健
笑
に
合
い

　
　
　

 

（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
と
も
か
く
も
三
年
日
誌
の
今
年
は
五
冊
目
ね
む
く
も
書
い
て
こ
こ
ま
で
無
事
に 

（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
平
成
も
残
り
わ
ず
か
に
悔
い
残
さ
ず
新
年
号
に
心
躍
ら
す

　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

と

【
下
仁
田
星
俳
句
会
十
二
月
句
会
】

■
短
日
や
気
力
の
失
せ
る
気
温
の
差

　
　
　須
藤
禮
子

■
ナ
ー
ス
の
手
赤
い
メ
モ
あ
り
皹
も
有
り

　永
井
波
江

■
旅
立
ち
の
子
の
背
を
照
ら
す
冬
夕
焼
け

　新
井
笑
子

■
面
影
が
邪
魔
ば
か
り
し
て
ゐ
る
師
走

　
　吉
田
文
子

■
福
耳
の
は
み
出
て
る
児
の
冬
帽
子

　
　
　佐
藤
信
香

■
冬
の
薔
薇
無
垢
な
る
彩
を
陽
に
こ
ぼ
す

　永
井
ス
ミ
子

■
浮
雲
の
流
れ
る
速
さ
山
眠
る

　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
風
音
に
じ
っ
と
耐
へ
て
る
冬
の
薔
薇

　
　
　斎
藤
悦
子

■
胃
薬
も
羊
羹
も
買
う
漱
石
忌

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
短
日
の
声
を
置
き
去
る
夕
鴉

　
　
　
　
　
　今
井
陽
子

１２月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

林真理子

宮部みゆき

稲葉稔

塩田武士

上念司

小島すがも

中村恒子

天野篤

中野ジェームス修一

小暮淳

本郷和人

著者名

大前研一

山﨑圭一

今泉忠明

こうの史代

原ゆたか

トロル

ヨシタケシンスケ

藤原緋沙子

藤井邦夫

藤井邦夫

書名

愉楽にて

明日がなければ明日もない

天下普請

歪んだ波紋

日本を亡ぼす岩盤規制 既得権者の正体を暴く

看護師も涙した老人ホームの素敵な話

心に折り合いをつけてうまいことやる習慣

100年を生きる 心臓との付き合い方

医師に「運動しなさい」と言われたら最初に読む本

ぐんま謎学の旅　民話と伝説の舞台

東大教授が教えるやばい日本史

書名

日本の論点2019～2020

一度読んだら絶対に忘れない世界史の教科書

泣けるいきもの図鑑

ぴっぴら帳

かいけつゾロリ ロボット大さくせん

おしりたんていププッ ゆきやまのしろいかいぶつ!?

それしかないわけないでしょう

隅田川御用帳18　秋の蝉

江戸の御庭番3　忍び崩れ

日暮左近事件帖3　阿修羅の微笑

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 行政情報行政情報
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新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
す
べ
て
が
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す
み
や
か
に
市
役

所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
加
入
後
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
年
金
手
帳
」
と
「
納
付
書
」
等

が
届
き
ま
す
。

　
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
手

続
き
は
不
要
で
す
。

○
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
口
座
振
替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
す
る
「
早
割

制
度
」
を
ご
利
用
し
ま
す
と
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

２
年
・
１
年
・
６
ヵ
月
（
年
２
回
）
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
月
々
や
現
金
で
納
め
る
よ
り
割
引
に
な
り
更

に
お
得
で
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
（
学
生
の
み
）
や
納
付
猶
予
制

度
（
50
歳
未
満
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
平成29年度決算概要

　歳入は、総額16億8,006万4千円となり、構成比では、分担金及び負担金が15億1,634万9千円で全体の90.2％を
占めています。
　歳出は、総額16億3,099万7千円となり、構成比では、消防費が12億6,374万9千円で77.5％と大きく、次いで教育
費が1億701万3千円で6.6％を占めています。

歳 　 出 決 算 額

795千円

63,250千円

63,157千円

93千円

102,492千円

1,263,749千円

107,013千円

88千円

106,925千円

93,698千円

0千円

1,630,997千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.9％

3.9％

0.0％

6.3％

77.5％

6.6％

0.0％

6.6％

5.7％

0.0％

100.0％

歳 　 出 決 算 額

1,516,349千円

36,703千円

8,075千円

28,625千円

23,712千円

66,600千円

1,680,064千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

90.2％

2.2％

0.5％

1.7％

1.4％

4.0％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
友
訪
へ
ば
山
茶
花
日
和
杖
つ
い
て

　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
初
詣
で
願
い
て
安
堵
の
鎮
守
様

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
お
焚
き
あ
げ
読
経
も
賑
わ
い
も
初
空
へ
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
日
向
ぼ
こ
小
春
日
和
に
集
い
来
て
四
方
山
話
り
健
笑
に
合
い

　
　
　

 

（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
と
も
か
く
も
三
年
日
誌
の
今
年
は
五
冊
目
ね
む
く
も
書
い
て
こ
こ
ま
で
無
事
に 

（
馬

　山
）

　
  

山
中

　た
ね

■
平
成
も
残
り
わ
ず
か
に
悔
い
残
さ
ず
新
年
号
に
心
躍
ら
す

　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　

  
清
水
み
ち
代

と

【
下
仁
田
星
俳
句
会
十
二
月
句
会
】

■
短
日
や
気
力
の
失
せ
る
気
温
の
差

　
　
　須
藤
禮
子

■
ナ
ー
ス
の
手
赤
い
メ
モ
あ
り
皹
も
有
り

　永
井
波
江

■
旅
立
ち
の
子
の
背
を
照
ら
す
冬
夕
焼
け

　新
井
笑
子

■
面
影
が
邪
魔
ば
か
り
し
て
ゐ
る
師
走

　
　吉
田
文
子

■
福
耳
の
は
み
出
て
る
児
の
冬
帽
子

　
　
　佐
藤
信
香

■
冬
の
薔
薇
無
垢
な
る
彩
を
陽
に
こ
ぼ
す

　永
井
ス
ミ
子

■
浮
雲
の
流
れ
る
速
さ
山
眠
る

　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
風
音
に
じ
っ
と
耐
へ
て
る
冬
の
薔
薇

　
　
　斎
藤
悦
子

■
胃
薬
も
羊
羹
も
買
う
漱
石
忌

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
短
日
の
声
を
置
き
去
る
夕
鴉

　
　
　
　
　
　今
井
陽
子

１２月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

林真理子

宮部みゆき

稲葉稔

塩田武士

上念司

小島すがも

中村恒子

天野篤

中野ジェームス修一

小暮淳

本郷和人

著者名

大前研一

山﨑圭一

今泉忠明

こうの史代

原ゆたか

トロル

ヨシタケシンスケ

藤原緋沙子

藤井邦夫

藤井邦夫

書名

愉楽にて

明日がなければ明日もない

天下普請

歪んだ波紋

日本を亡ぼす岩盤規制 既得権者の正体を暴く

看護師も涙した老人ホームの素敵な話

心に折り合いをつけてうまいことやる習慣

100年を生きる 心臓との付き合い方

医師に「運動しなさい」と言われたら最初に読む本

ぐんま謎学の旅　民話と伝説の舞台

東大教授が教えるやばい日本史

書名

日本の論点2019～2020

一度読んだら絶対に忘れない世界史の教科書

泣けるいきもの図鑑

ぴっぴら帳

かいけつゾロリ ロボット大さくせん

おしりたんていププッ ゆきやまのしろいかいぶつ!?

それしかないわけないでしょう

隅田川御用帳18　秋の蝉

江戸の御庭番3　忍び崩れ

日暮左近事件帖3　阿修羅の微笑

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 行政情報行政情報
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
12
月
８
日
（
土
）
冬
の
よ
く
晴
れ
た

日
に
「
下
仁
田
町
自
然
史
館
　
大
地
の

歴
史
散
歩
」
を
開
催
し
、
15
人
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
妙
義
山
の
山
の
生
い
立
ち

を
長
年
調
査
し
て
い
る
妙
義
団
体
研
究

会
の
先
生
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
妙

義
山
が
ど
う
し
て
そ
そ
り
立
つ
よ
う
な

山
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
妙
義
に
ま
つ

わ
る
伝
説
、
妙
義
の
名
前
の
つ
い
た
珍

し
い
植
物
の
話
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ

い
て
石
門
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
歴
史
散
歩
の
最
後
に
は
中
之
岳

神
社
の
宮
司
さ
ん
に
も
神
社
の
謂
れ
な

ど
の
お
話
も
し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
開
催
で
、
少
し
肌
寒
い
日
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
桜
が
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
た
り
、
紅
葉
が
ま
だ
残
っ

て
お
り
、
参
加
者
は
大
自
然
の
織
り
成

す
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
下
仁
田
高
校
３
年
生
の
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
今
年
１
年
間
理
科

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
下
仁

田
の
産
業
は
自
然
の
恵
み
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
下
仁
田
町
自
然
史
館
や
下
仁

田
自
然
学
校
と
連
携
し
た
研
究
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

　「
こ
ん
に
ゃ
く
精
粉
と
河
川
」
「
青
岩

公
園
の
岩
石
調
査
」
「
下
仁
田
ね
ぎ
と

土
壌
環
境
」
「
下
仁
田
町
の
製
鉄
」
と

４
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
実
習

を
通
じ
て
自
然
と
産
業
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

大
地
の
歴
史
散
歩

〜
妙
義
山
石
門
め
ぐ
り
〜

大
地
の
歴
史
散
歩

〜
妙
義
山
石
門
め
ぐ
り
〜

ガ
イ
ド
養
成
講
座

基
礎
３「
話
し
方
」

ガ
イ
ド
養
成
講
座

基
礎
３「
話
し
方
」

下
仁
田
自
然
学
校

普
及
講
演
会

下
仁
田
自
然
学
校

普
及
講
演
会

県
立
下
仁
田
高
校
の

ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
活
動

県
立
下
仁
田
高
校
の

ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
活
動

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
報
告

行
事
予
定

　
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
12
月
15
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
下
仁
田
高
校
ぐ

ん
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
研
究
成
果
発
表
会
で
報
告
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
内
容
は
、
こ
の
ま
ま
ガ
イ
ド

が
外
の
お
客
さ
ん
に
話
す
の
に
使
え
る

よ
う
な
資
料
で
あ
っ
た
り
、
視
聴
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
動
画
や

B
G
M
を
使
う
な
ど
と
て
も
工
夫
が
な

さ
れ
た
発
表
会
で
し
た
。

　
下
仁
田
高
校
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

地
域
の
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
授
業
や
地
場

産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
と
し
て
「
桑

の
葉
」
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
考
案
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
地
域
と
連
携
し
た
事
業

を
実
践
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館
館
長
で
も
あ

り
子
ど
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
躍
中
の
な
お
や
マ
ン
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「
人
に
魅
力
を
伝
え
る
話
し
方
」

に
つ
い
て
、
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
。

　
本
講
座
は
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
研
修

で
す
が
、
ガ
イ
ド
志
望
で
な
く
て
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
自
然
史
館
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

２
月
26
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

●
会
場

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
大
議
室

　
下
仁
田
町
周
辺
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
下
仁
田
自
然
学
校
の
普
及
講
演

会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
の

研
究
成
果
を
下
仁
田
自
然
学
校
の
先
生

に
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
日
時
　
3
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館 

大
会
議
室

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
１
月
４
日
（
金
）
毎
年
恒
例
の
互
礼
会

を
開
催
し
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
賀
詞

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
、

長
年
行
政
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
各
種
の
表
彰
状
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　
下
仁
田
町
南
野
牧
東
中
丸
に
古
い
鉱

山
跡
が
あ
り
ま
す
。
度
々
こ
こ
に
鉱
山

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
調
査
に
入
り

ま
す
が
、
入
る
度
に
何
か
と
収
穫
が
あ

り
ま
す
。
実
は
、
こ
こ
の
ス
ギ
植
林
地

を
見
ま
す
と
、
石
垣
が
山
の
上
の
方
ま

で
築
か
れ
て
い
ま
し
て
植
林
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
で
地
元
の
小
板
橋
友

二
さ
ん
に
何
で
石
垣
の
間
に
ス
ギ
が
植

え
て
あ
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
な
り
に
違
和
感
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
返
答
は
、
植
林
前
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
し
た
。
一
世
紀
半
前
頃
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
方
で
は
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
高
騰
に
よ
り
ま
し
て
山
奥
ま
で
開

墾
し
て
石
垣
を
築
き
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培

を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
人
間
技
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
見
事
な
石
垣
で

す
。
周
辺
の
岩
を
砕
き
角
ば
っ
た
岩
で

石
垣
を
築
い
て
い
ま
す
。
先
人
の
苦
労

や
こ
の
地
域
の
人
達
の
生
活
の
様
子
を

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
是

非
足
を
運
ん
で
こ
ん
な
姿
を
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
ジ

オ
サ
イ
ト
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
は

地
形
上
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

平
坦
な
土
地
は
限
ら
れ
た
所
に
し
か
存

在
し
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
土
地
を
確
保

す
る
た
め
に
は
石
垣
を
築
い
て
、
区
画

整
理
を
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
の
で
各
所
に
石
垣
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
生
活
基
盤
の
住
居
や
耕
作

地
と
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
見
事
な
石

垣
が
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
は
、
馬
山

の
河
岸
段
丘
に
見
ら
れ
る
石
垣
、
八
千

代
橋
周
辺
の
河
岸
の
石
垣
、
中
小
坂
鉄

山
溶
鉱
炉
等
の
あ
っ
た
安
導
寺
一
帯
の

石
垣
、
世
界
遺
産
・
荒
船
風
穴
の
石

垣
、
西
牧
の
小
出
屋
一
帯
の
石
垣
、
青

倉
の
白
石
石
灰
工
場
や
そ
の
周
辺
、
栗

山
集
落
等
は
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
活
用

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
石
垣
は

周
辺
を
流
れ
る
河
川
の
石
や
山
の
石
を

使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
河
川
の
地

域
等
の
石
を
見
ま
す
と
そ
の
上
流
か
ら

流
れ
着
い
た
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
発
生
し
ま
し

た
。
各
河
川
の
上
流
部
は
み
ん
な
同
じ

岩
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
地
質
的
に
違
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
各
河
川
沿
い
の

石
に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
に
き
ず
か
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
下

仁
田
各
地
の
石
垣
を
見
ま
す
と
、
築
か

れ
て
い
る
石
垣
の
石
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
是

非
、
各
地
域
の
人
達
の
協
力
を
頂
い

て
、
話
題
を
共
有
し
な
が
ら
石
垣
に
つ

い
て
の
物
語
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
と
な
り
ま
す
し
一
冊
の

本
に
も
な
り
ま
す
。
東
中
丸
の
石
垣
か

ら
大
分
脱
線
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

下
仁
田
町
に
集
客
を
呼
び
込
む
た
め
に

も
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
て
活
性
化
を
図

り
た
い
も
の
で
す
。
西
ノ
牧
中
丸
鉱
山

で
お
世
話
に
な
り
一
緒
に
こ
の
事
に
取

り
組
ん
だ
地
域
の
人
に
、
小
板
橋
友

二
、
高
瀬
得
尋
、
小
井
土
照
明
、
黛
勝

司
、
並
木
祐
二
、
黛
富
夫
、
黛
一
富
、

黛
つ
や
、
小
金
澤
正
代
、
小
金
澤
勇
、

飯
井
英
男
、
上
原
雅
子
、
並
木
久
雄
、

並
木
京
一
さ
ん
等
の
皆
さ
ん
が
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
な
く
て
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
推

進
出
来
ま
せ
ん
。
地
域
と
の
輪
（
和
）

を
広
げ
て
見
ま
せ
ん
か
。

下
仁
田
町
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

　里
見
哲
夫

東
中
丸
に
見
事
な
石
垣

下
仁
田
町
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

　里
見
哲
夫

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

第
41
号

東
中
丸
に
見
事
な
石
垣

【功労者の部】
土佐　信孝
黒澤　まさゑ
工藤　貴弘
古矢　和夫
土谷　浩
黛　　成幸
飯野　昌仁
神戸　和徳
【善行者の部】

【活性化大賞】
いこい処維持会

元富岡甘楽保護区保護司会保護司
元富岡甘楽保護区保護司会保護司
元下仁田町教育委員会委員
元下仁田町スポーツ推進委員
元下仁田町消防団（副団長）
元下仁田町消防団（部長）
元下仁田町消防団（班長）
元下仁田町消防団（班長）

荒船風穴ガイドボランティア
荒船風穴テーマソングの作成・合唱披露

地域の憩いの場の運営・維持

群馬県立下仁田高等学校
荒船風穴プロジェクト

新
春
恒
例
の
互
礼
会
開
催

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だよりジオ情報ジオ情報
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
12
月
８
日
（
土
）
冬
の
よ
く
晴
れ
た

日
に
「
下
仁
田
町
自
然
史
館
　
大
地
の

歴
史
散
歩
」
を
開
催
し
、
15
人
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
妙
義
山
の
山
の
生
い
立
ち

を
長
年
調
査
し
て
い
る
妙
義
団
体
研
究

会
の
先
生
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
妙

義
山
が
ど
う
し
て
そ
そ
り
立
つ
よ
う
な

山
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
妙
義
に
ま
つ

わ
る
伝
説
、
妙
義
の
名
前
の
つ
い
た
珍

し
い
植
物
の
話
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ

い
て
石
門
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
歴
史
散
歩
の
最
後
に
は
中
之
岳

神
社
の
宮
司
さ
ん
に
も
神
社
の
謂
れ
な

ど
の
お
話
も
し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
開
催
で
、
少
し
肌
寒
い
日
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
桜
が
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
た
り
、
紅
葉
が
ま
だ
残
っ

て
お
り
、
参
加
者
は
大
自
然
の
織
り
成

す
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
下
仁
田
高
校
３
年
生
の
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
今
年
１
年
間
理
科

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
下
仁

田
の
産
業
は
自
然
の
恵
み
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
下
仁
田
町
自
然
史
館
や
下
仁

田
自
然
学
校
と
連
携
し
た
研
究
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

　「
こ
ん
に
ゃ
く
精
粉
と
河
川
」
「
青
岩

公
園
の
岩
石
調
査
」
「
下
仁
田
ね
ぎ
と

土
壌
環
境
」
「
下
仁
田
町
の
製
鉄
」
と

４
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
実
習

を
通
じ
て
自
然
と
産
業
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

大
地
の
歴
史
散
歩

〜
妙
義
山
石
門
め
ぐ
り
〜

大
地
の
歴
史
散
歩

〜
妙
義
山
石
門
め
ぐ
り
〜

ガ
イ
ド
養
成
講
座

基
礎
３「
話
し
方
」

ガ
イ
ド
養
成
講
座

基
礎
３「
話
し
方
」

下
仁
田
自
然
学
校

普
及
講
演
会

下
仁
田
自
然
学
校

普
及
講
演
会

県
立
下
仁
田
高
校
の

ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
活
動

県
立
下
仁
田
高
校
の

ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
活
動

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
報
告

行
事
予
定

　
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
12
月
15
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
下
仁
田
高
校
ぐ

ん
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
研
究
成
果
発
表
会
で
報
告
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
内
容
は
、
こ
の
ま
ま
ガ
イ
ド

が
外
の
お
客
さ
ん
に
話
す
の
に
使
え
る

よ
う
な
資
料
で
あ
っ
た
り
、
視
聴
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
動
画
や

B
G
M
を
使
う
な
ど
と
て
も
工
夫
が
な

さ
れ
た
発
表
会
で
し
た
。

　
下
仁
田
高
校
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

地
域
の
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
授
業
や
地
場

産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
と
し
て
「
桑

の
葉
」
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
考
案
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
地
域
と
連
携
し
た
事
業

を
実
践
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館
館
長
で
も
あ

り
子
ど
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
躍
中
の
な
お
や
マ
ン
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「
人
に
魅
力
を
伝
え
る
話
し
方
」

に
つ
い
て
、
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
。

　
本
講
座
は
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
研
修

で
す
が
、
ガ
イ
ド
志
望
で
な
く
て
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
自
然
史
館
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

２
月
26
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

●
会
場

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
大
議
室

　
下
仁
田
町
周
辺
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
下
仁
田
自
然
学
校
の
普
及
講
演

会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
の

研
究
成
果
を
下
仁
田
自
然
学
校
の
先
生

に
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
日
時
　
3
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館 

大
会
議
室

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
１
月
４
日
（
金
）
毎
年
恒
例
の
互
礼
会

を
開
催
し
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
賀
詞

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
、

長
年
行
政
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
各
種
の
表
彰
状
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　
下
仁
田
町
南
野
牧
東
中
丸
に
古
い
鉱

山
跡
が
あ
り
ま
す
。
度
々
こ
こ
に
鉱
山

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
調
査
に
入
り

ま
す
が
、
入
る
度
に
何
か
と
収
穫
が
あ

り
ま
す
。
実
は
、
こ
こ
の
ス
ギ
植
林
地

を
見
ま
す
と
、
石
垣
が
山
の
上
の
方
ま

で
築
か
れ
て
い
ま
し
て
植
林
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
で
地
元
の
小
板
橋
友

二
さ
ん
に
何
で
石
垣
の
間
に
ス
ギ
が
植

え
て
あ
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
な
り
に
違
和
感
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
返
答
は
、
植
林
前
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
し
た
。
一
世
紀
半
前
頃
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
方
で
は
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
高
騰
に
よ
り
ま
し
て
山
奥
ま
で
開

墾
し
て
石
垣
を
築
き
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培

を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
人
間
技
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
見
事
な
石
垣
で

す
。
周
辺
の
岩
を
砕
き
角
ば
っ
た
岩
で

石
垣
を
築
い
て
い
ま
す
。
先
人
の
苦
労

や
こ
の
地
域
の
人
達
の
生
活
の
様
子
を

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
是

非
足
を
運
ん
で
こ
ん
な
姿
を
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
ジ

オ
サ
イ
ト
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
は

地
形
上
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

平
坦
な
土
地
は
限
ら
れ
た
所
に
し
か
存

在
し
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
土
地
を
確
保

す
る
た
め
に
は
石
垣
を
築
い
て
、
区
画

整
理
を
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
の
で
各
所
に
石
垣
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
生
活
基
盤
の
住
居
や
耕
作

地
と
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
見
事
な
石

垣
が
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
は
、
馬
山

の
河
岸
段
丘
に
見
ら
れ
る
石
垣
、
八
千

代
橋
周
辺
の
河
岸
の
石
垣
、
中
小
坂
鉄

山
溶
鉱
炉
等
の
あ
っ
た
安
導
寺
一
帯
の

石
垣
、
世
界
遺
産
・
荒
船
風
穴
の
石

垣
、
西
牧
の
小
出
屋
一
帯
の
石
垣
、
青

倉
の
白
石
石
灰
工
場
や
そ
の
周
辺
、
栗

山
集
落
等
は
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
活
用

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
石
垣
は

周
辺
を
流
れ
る
河
川
の
石
や
山
の
石
を

使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
河
川
の
地

域
等
の
石
を
見
ま
す
と
そ
の
上
流
か
ら

流
れ
着
い
た
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
発
生
し
ま
し

た
。
各
河
川
の
上
流
部
は
み
ん
な
同
じ

岩
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
地
質
的
に
違
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
各
河
川
沿
い
の

石
に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
に
き
ず
か
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
下

仁
田
各
地
の
石
垣
を
見
ま
す
と
、
築
か

れ
て
い
る
石
垣
の
石
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
是

非
、
各
地
域
の
人
達
の
協
力
を
頂
い

て
、
話
題
を
共
有
し
な
が
ら
石
垣
に
つ

い
て
の
物
語
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
と
な
り
ま
す
し
一
冊
の

本
に
も
な
り
ま
す
。
東
中
丸
の
石
垣
か

ら
大
分
脱
線
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

下
仁
田
町
に
集
客
を
呼
び
込
む
た
め
に

も
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
て
活
性
化
を
図

り
た
い
も
の
で
す
。
西
ノ
牧
中
丸
鉱
山

で
お
世
話
に
な
り
一
緒
に
こ
の
事
に
取

り
組
ん
だ
地
域
の
人
に
、
小
板
橋
友

二
、
高
瀬
得
尋
、
小
井
土
照
明
、
黛
勝

司
、
並
木
祐
二
、
黛
富
夫
、
黛
一
富
、

黛
つ
や
、
小
金
澤
正
代
、
小
金
澤
勇
、

飯
井
英
男
、
上
原
雅
子
、
並
木
久
雄
、

並
木
京
一
さ
ん
等
の
皆
さ
ん
が
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
な
く
て
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
推

進
出
来
ま
せ
ん
。
地
域
と
の
輪
（
和
）

を
広
げ
て
見
ま
せ
ん
か
。

下
仁
田
町
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

　里
見
哲
夫

東
中
丸
に
見
事
な
石
垣

下
仁
田
町
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

　里
見
哲
夫

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

第
41
号

東
中
丸
に
見
事
な
石
垣

【功労者の部】
土佐　信孝
黒澤　まさゑ
工藤　貴弘
古矢　和夫
土谷　浩
黛　　成幸
飯野　昌仁
神戸　和徳
【善行者の部】

【活性化大賞】
いこい処維持会

元富岡甘楽保護区保護司会保護司
元富岡甘楽保護区保護司会保護司
元下仁田町教育委員会委員
元下仁田町スポーツ推進委員
元下仁田町消防団（副団長）
元下仁田町消防団（部長）
元下仁田町消防団（班長）
元下仁田町消防団（班長）

荒船風穴ガイドボランティア
荒船風穴テーマソングの作成・合唱披露

地域の憩いの場の運営・維持

群馬県立下仁田高等学校
荒船風穴プロジェクト

新
春
恒
例
の
互
礼
会
開
催
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●
お
も
な
要
件
…
妊
娠
、
出
産
、

育
児
ま
た
は
介
護
を
理
由
と
し
て
退

職
し
た
方
に
つ
い
て
、
退
職
前
の
勤

務
実
績
を
評
価
・
処
遇
し
、
再
雇
用

す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。
上
記

制
度
に
基
づ
き
、
退
職
後
１
年
以
上

経
過
し
て
い
る
対
象
者
を
再
雇
用

し
、
無
期
雇
用
者
と
し
て
６
か
月
以

上
継
続
雇
用
す
る
こ
と

●
支
給
額
　
再
雇
用
人
数
・
企
業

規
模
・
生
産
性
に
よ
り
一
人
に
つ
き

19
万
円
〜
48
万
円
（
継
続
雇
用
６
か

月
後
と
１
年
後
の
２
回
に
分
け
て
半

額
ず
つ
支
給
）
。
※
１
企
業
５
人
ま

で●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
　
☎
０
２
７
―
８

９
６
―
４
７
３
９

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常

時
使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入

費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
対
象
期
間
は
平
成
30
年
９

月
購
入
分
か
ら
平
成
31
年
２
月
購

入
分
ま
で
（
後
期
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
前
期
分
（
平
成
30
年
３
月
か
ら

平
成
30
年
８
月
の
購
入
分
）
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け

て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
・
2

級
」
の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
（
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
を
含
む
）
が
あ
る
月

と
、
対
象
期
間
中
で
右
記
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当
し
な

い
月
は
対
象
外
で
す

●
扶
助
額

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
、
０
０

０
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

２
月
12
日
（
火
）
〜

３
月
12
日
（
火
）
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ

（
複
数
所
持
者
は
す
べ
て
）

②
領
収
証
（
「
誰
が
使
う
紙
お
む

つ
を
い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」
が

わ
か
る
よ
う
に
「
宛
名
・
た
だ
し

書
き
・
金
額
」
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
店
舗
の
印
が
あ
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。
レ
ジ
か
ら

打
ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領

収
証
は
、
店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受

付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店

番
・
口
座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期

間
が
わ
か
る
も
の
（
メ
モ
や
口
頭

で
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
８
８
０
２
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
２
月
８
日
（
金
）
に
各
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
煙
を
感
知
し
音
で
火
災
発
生
を

知
ら
せ
、
早
期
初
期
消
火
及
び
避

難
の
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
取
り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、

自
分
で
は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、

頼
め
る
人
が
い
な
い
と
い
う
世
帯

に
消
防
職
員
が
出
張
し
取
り
付
け

い
た
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
取
り
付
け
が
困
難

な
人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間
　
平
成
31
年
2
月
1

日
か
ら
2
月
25
日
ま
で

●
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
で
、

☎
62
―
4
3
2
5

●
取
付
期
間
　
平
成
31
年
3
月
1

日
か
ら
3
月
8
日
ま
で
の
日
中

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

（
電
池
式
の
物
に
限
る
）
は
、
ご

自
身
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
で
は
販
売
及
び
取
り
付

け
費
用
は
頂
き
ま
せ
ん
。
（
無

料
）

　
眼
科
外
来
が
、
２
月
２
日

（
土
）
休
診
と
な
り
ま
す
。
（
都

合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
）

　
乳
児
健
診
の
た
め
、
２
月
22
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
面
会
制
限
に
つ
い
て

　
冬
期
の
感
染
症
疾
患
が
流
行
し

て
い
る
た
め
、
面
会
制
限
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
洗
濯
物
の
交
換
や

医
師
等
と
の
面
談
な
ど
、
必
要
な

方
以
外
の
面
会
は
、
原
則
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
症

状
の
あ
る
方
や
お
子
様
の
面
会

は
、
固
く
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
院
内
感
染
予
防
の

た
め
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
額
も

安
く
な
る
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当
を
行

え
ば
、
尊
い
命
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
救
命
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
使
用
が
、
一
般
の
人

に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
A
E
D
の
使

用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

応
急
手
当
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
31
年
3
月
9
日

（
土
）
午
前
9
時
か
ら

●
場
所

　富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
3
階
　
和
室

●
講
習
時
間

上
級
救
命
講
習
　
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
（
8
時
間
）

普
通
救
命
講
習
　
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で
（
3
時
間
）

●
講
習
内
容
　心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
取
り
扱
い
、
止
血
法
な
ど

●
受
講
資
格

　富
岡
甘
楽
広
域
圏

内
に
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
住
民

●
募
集
人
員

約
20
人
（
上
級
救
命
講
習
　
約
10

人
、
普
通
救
命
講
習
　
約
10
人
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
期
間
　
2
月
1
日
（
金
）

〜
2
月
14
日
（
木
）

●
修
了
証

講
習
終
了
後
即
日
交
付

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
消
防
署
又
は
分
遣
所
ま
で

下
仁
田
消
防
署
　
☎
82
―
2
2
2
9

西
牧
分
遣
所
　
☎
84
―
2
2
3
9

〜
い
の
ち
の
輝
き
を
支
え
る

リ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
と
し
て
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
〜

●
日
時
　
２
月
３
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
20
分
（
受
付
　

午
後
１
時
）

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
た
ま
ご
ホ
ー
ル
（
高
崎
市
末

広
町
１
１
５
―
１
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
２
８
０
名
（
先
着
）

●
申
込
期
限
　１
月
31
日
（
木
）

●
講
師
　
戸
谷
　
剛
氏

子
ど
も
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
お
ぞ
ら
診
療
所
墨
田
　
院
長

●
申
込
　
県
健
康
福
祉
部
医
務
課

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
５
３
５

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
２
月
５
日
、
３
月
５
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版

両
立
支
援
等
助
成
金

（
再
雇
用
者
評
価
処
遇
コ
ー
ス
）

の
ご
案
内

紙
お
む
つ
購
入
費
の

扶
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
で
は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の

出
張
取
り
付
け
支
援
を

行
い
ま
す
。

２
月
期
の
児
童
手
当

小
児
等
在
宅
医
療
を
考
え
る

講
演
会

行
政
相
談

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

あ
な
た
の
家
族
や
近
く
に
い
る
人
が
、

突
然
意
識
を
失
い
倒
れ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？
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広
報しもにた

●
お
も
な
要
件
…
妊
娠
、
出
産
、

育
児
ま
た
は
介
護
を
理
由
と
し
て
退

職
し
た
方
に
つ
い
て
、
退
職
前
の
勤

務
実
績
を
評
価
・
処
遇
し
、
再
雇
用

す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。
上
記

制
度
に
基
づ
き
、
退
職
後
１
年
以
上

経
過
し
て
い
る
対
象
者
を
再
雇
用

し
、
無
期
雇
用
者
と
し
て
６
か
月
以

上
継
続
雇
用
す
る
こ
と

●
支
給
額
　
再
雇
用
人
数
・
企
業

規
模
・
生
産
性
に
よ
り
一
人
に
つ
き

19
万
円
〜
48
万
円
（
継
続
雇
用
６
か

月
後
と
１
年
後
の
２
回
に
分
け
て
半

額
ず
つ
支
給
）
。
※
１
企
業
５
人
ま

で●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
　
☎
０
２
７
―
８

９
６
―
４
７
３
９

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常

時
使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入

費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
対
象
期
間
は
平
成
30
年
９

月
購
入
分
か
ら
平
成
31
年
２
月
購

入
分
ま
で
（
後
期
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
前
期
分
（
平
成
30
年
３
月
か
ら

平
成
30
年
８
月
の
購
入
分
）
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け

て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
・
2

級
」
の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
（
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
を
含
む
）
が
あ
る
月

と
、
対
象
期
間
中
で
右
記
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当
し
な

い
月
は
対
象
外
で
す

●
扶
助
額

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
、
０
０

０
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

２
月
12
日
（
火
）
〜

３
月
12
日
（
火
）
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ

（
複
数
所
持
者
は
す
べ
て
）

②
領
収
証
（
「
誰
が
使
う
紙
お
む

つ
を
い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」
が

わ
か
る
よ
う
に
「
宛
名
・
た
だ
し

書
き
・
金
額
」
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
店
舗
の
印
が
あ
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。
レ
ジ
か
ら

打
ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領

収
証
は
、
店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受

付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店

番
・
口
座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期

間
が
わ
か
る
も
の
（
メ
モ
や
口
頭

で
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
８
８
０
２
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
２
月
８
日
（
金
）
に
各
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
煙
を
感
知
し
音
で
火
災
発
生
を

知
ら
せ
、
早
期
初
期
消
火
及
び
避

難
の
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
取
り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、

自
分
で
は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、

頼
め
る
人
が
い
な
い
と
い
う
世
帯

に
消
防
職
員
が
出
張
し
取
り
付
け

い
た
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
取
り
付
け
が
困
難

な
人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間
　
平
成
31
年
2
月
1

日
か
ら
2
月
25
日
ま
で

●
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
で
、

☎
62
―
4
3
2
5

●
取
付
期
間
　
平
成
31
年
3
月
1

日
か
ら
3
月
8
日
ま
で
の
日
中

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

（
電
池
式
の
物
に
限
る
）
は
、
ご

自
身
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
で
は
販
売
及
び
取
り
付

け
費
用
は
頂
き
ま
せ
ん
。
（
無

料
）

　
眼
科
外
来
が
、
２
月
２
日

（
土
）
休
診
と
な
り
ま
す
。
（
都

合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
）

　
乳
児
健
診
の
た
め
、
２
月
22
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
面
会
制
限
に
つ
い
て

　
冬
期
の
感
染
症
疾
患
が
流
行
し

て
い
る
た
め
、
面
会
制
限
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
洗
濯
物
の
交
換
や

医
師
等
と
の
面
談
な
ど
、
必
要
な

方
以
外
の
面
会
は
、
原
則
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
症

状
の
あ
る
方
や
お
子
様
の
面
会

は
、
固
く
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
院
内
感
染
予
防
の

た
め
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
額
も

安
く
な
る
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当
を
行

え
ば
、
尊
い
命
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
救
命
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
使
用
が
、
一
般
の
人

に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
A
E
D
の
使

用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

応
急
手
当
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
31
年
3
月
9
日

（
土
）
午
前
9
時
か
ら

●
場
所

　富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
3
階
　
和
室

●
講
習
時
間

上
級
救
命
講
習
　
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
（
8
時
間
）

普
通
救
命
講
習
　
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で
（
3
時
間
）

●
講
習
内
容
　心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
取
り
扱
い
、
止
血
法
な
ど

●
受
講
資
格

　富
岡
甘
楽
広
域
圏

内
に
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
住
民

●
募
集
人
員

約
20
人
（
上
級
救
命
講
習
　
約
10

人
、
普
通
救
命
講
習
　
約
10
人
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
期
間
　
2
月
1
日
（
金
）

〜
2
月
14
日
（
木
）

●
修
了
証

講
習
終
了
後
即
日
交
付

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
消
防
署
又
は
分
遣
所
ま
で

下
仁
田
消
防
署
　
☎
82
―
2
2
2
9

西
牧
分
遣
所
　
☎
84
―
2
2
3
9

〜
い
の
ち
の
輝
き
を
支
え
る

リ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
と
し
て
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
〜

●
日
時
　
２
月
３
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
20
分
（
受
付
　

午
後
１
時
）

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
た
ま
ご
ホ
ー
ル
（
高
崎
市
末

広
町
１
１
５
―
１
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
２
８
０
名
（
先
着
）

●
申
込
期
限
　１
月
31
日
（
木
）

●
講
師
　
戸
谷
　
剛
氏

子
ど
も
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
お
ぞ
ら
診
療
所
墨
田
　
院
長

●
申
込
　
県
健
康
福
祉
部
医
務
課

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
５
３
５

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
２
月
５
日
、
３
月
５
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版

両
立
支
援
等
助
成
金

（
再
雇
用
者
評
価
処
遇
コ
ー
ス
）

の
ご
案
内

紙
お
む
つ
購
入
費
の

扶
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
で
は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の

出
張
取
り
付
け
支
援
を

行
い
ま
す
。

２
月
期
の
児
童
手
当

小
児
等
在
宅
医
療
を
考
え
る

講
演
会

行
政
相
談

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

あ
な
た
の
家
族
や
近
く
に
い
る
人
が
、

突
然
意
識
を
失
い
倒
れ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？



17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

　
例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
「
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展
」

を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
荒

船
風
穴
」
の
経
営
母
体
で
あ
る

「
春
秋
館
」
の
蔵
か
ら
み
つ
か
っ

た
お
ひ
な
様
も
展
示
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
会
期
　
平
成
31
年
2
月
13
日

（
水
）
〜
3
月
10
日
（
日
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

●
場
所
　
下
仁
田
町
歴
史
館

●
入
館
料

歴
史
館
入
館
料
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
無
料

※
常
設
展
示
の
荒
船
風
穴
や
町
の
歴

史
資
料
も
併
せ
て
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
（
写
真
は
昨
年
の
様
子
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ

　下
仁
田
町
歴
史

館
　
☎
82
―
５
３
４
５

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
１
年
の
活

動
を
振
り
返
り
、
報
告
を
行
う
活
動

報
告
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
31
年
２
月
26
日

（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時
（
開
場

１
時
30
分
）

●
会
場
　
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
食

生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
　
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
」
の
皆
さ
ん
が
親
子

に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
子
供
と
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
２
月
28
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
　

母
子
保
健
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

（
先
着
15
組
）

●
内
容

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の

試
食

②
子
供
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流
　

●
費
用
　
材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
４
０
０
円

子
ど
も
　
２
０
０
円
　

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
等
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

　
今
年
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
ブ
ル
に
出
店
し
て
頂
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
、
衣
料
品
、
農
産
物
、
工
芸

品
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
す
。

　
他
に
も
出
演
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

V
I
B
R
A
T
I
O
N 

T
A
B
L
E 

2
0
1
9 

10
t
h

●
日
時
　
9
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

●
出
店
場
所
　
下
仁
田
町
中

●
出
店
料
　
無
料

●
募
集
締
め
切
り

3
月
31
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

V
i
b
r
a
t
i
o
n 

t
a
b
l
e

現
実
化
委
員
会
（
田
村
）

☎
0
9
0
―
4
1
7
3
―
3
8
6
7

●
時
間
額
　
８
０
９
円

●
発
行
日
　
平
成
30
年
10
月
６
日

　
群
馬
県
内
の
事
業
場
に
使
用
さ

れ
る
労
働
者
及
び
こ
れ
ら
の
労
働

者
を
使
用
す
る
使
用
者
の
す
べ
て

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
必
ず

確
認
、
最
低
賃
金
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

①
実
施
日
時
　
平
成
31
年
２
月
20

日
（
水
）
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
直
通
）

春
季
特
別
展
示

「
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展
」を

開
催
し
ま
す

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
ブ
ル
よ
り
出
店
募
集

群
馬
県
最
低
賃
金

（
地
域
別
最
低
賃
金
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

食
育
講
座

「
お
母
さ
ん
と
一緒
に
学
ぶ

た
べ
も
の
教
室
」開
催

健康健康

富
岡
甘
楽
地
域
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
―
5
5
6
―
8
8
4

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常

的
に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

や
財
産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の

身
近
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
成
年
後
見
制
度
の

疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ

い
て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た

だ
い
た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を

開
催
し
ま
す

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
も
し
身

近
に
認
知
症
の
人
が
い
る
時
に
、

そ
っ
と
見
守
る
、
そ
っ
と
手
助
け

す
る
「
応
援
者
」
で
す
。

　
何
か
特
別
な
事
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
や
家

族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
増
え
る
事
で
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し

し
ま
す
。

●
と
き
　
3
月
9
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
西
毛
病
院
　
重
度
認

知
症
デ
イ
ケ
ア
　
な
の
は
な
棟
　

富
岡
市
神
農
原
5
5
9
―
1

●
対
象
者
　
認
知
症
に
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み

事
前
に
電
話
く
だ
さ
い
。

西
毛
病
院
　
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

●
締
め
切
り
　
2
月
28
日

認
知
症
カ
フ
ェ「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」

●
日
時
　
２
月
９
日
（
土
）
、
３

月
９
日
（
土
）
　
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午

●
会
場
　
西
毛
病
院
　
認
知
症
デ

イ
ケ
ア
　
な
の
は
な
棟
１
階

●
対
象
者

・
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た
人
や

物
わ
す
れ
が
気
に
な
る
人

・
認
知
症
の
人
の
介
護
を
し
て
い

る
家
族

・
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人

●
内
容
　
認
知
症
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
（
茶
話
会
）
、
認
知
症

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
お
飲
み
物
や

お
菓
子
を
お
出
し
し
ま
す

●
参
加
費
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
事
前
に
電
話
で
、
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6
）
へ

※
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
可
能

で
す

　
町
及
び
教
育
委
員
会
で
は
、
人

権
啓
発
の
一
環
と
し
て
次
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
日
時
　
２
月
27
日
（
水
）
午
後

２
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場 

２
階 

２
０
１
会
議
室

●
演
題
　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的

少
数
者
の
人
権
」

●
内
容
　
L
G
B
T
の
基
礎
知
識

や
体
験
談
等

●
講
師
　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
支
援
団
体
ハ
レ
ル
ワ
　

間
々
田
代
表
　
他

●
参
加
費
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

　下
仁
田
町
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５
　

人
権
講
演
会
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例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
「
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展
」

を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
荒

船
風
穴
」
の
経
営
母
体
で
あ
る

「
春
秋
館
」
の
蔵
か
ら
み
つ
か
っ

た
お
ひ
な
様
も
展
示
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
会
期
　
平
成
31
年
2
月
13
日

（
水
）
〜
3
月
10
日
（
日
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

●
場
所
　
下
仁
田
町
歴
史
館

●
入
館
料

歴
史
館
入
館
料
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
無
料

※
常
設
展
示
の
荒
船
風
穴
や
町
の
歴

史
資
料
も
併
せ
て
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
（
写
真
は
昨
年
の
様
子
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ

　下
仁
田
町
歴
史

館
　
☎
82
―
５
３
４
５

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
１
年
の
活

動
を
振
り
返
り
、
報
告
を
行
う
活
動

報
告
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
31
年
２
月
26
日

（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時
（
開
場

１
時
30
分
）

●
会
場
　
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
食

生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
　
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
」
の
皆
さ
ん
が
親
子

に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
子
供
と
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
２
月
28
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
　

母
子
保
健
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

（
先
着
15
組
）

●
内
容

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の

試
食

②
子
供
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流
　

●
費
用
　
材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
４
０
０
円

子
ど
も
　
２
０
０
円
　

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
等
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

　
今
年
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
ブ
ル
に
出
店
し
て
頂
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
、
衣
料
品
、
農
産
物
、
工
芸

品
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
す
。

　
他
に
も
出
演
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

V
I
B
R
A
T
I
O
N 

T
A
B
L
E 

2
0
1
9 

10
t
h

●
日
時
　
9
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

●
出
店
場
所
　
下
仁
田
町
中

●
出
店
料
　
無
料

●
募
集
締
め
切
り

3
月
31
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

V
i
b
r
a
t
i
o
n 

t
a
b
l
e

現
実
化
委
員
会
（
田
村
）

☎
0
9
0
―
4
1
7
3
―
3
8
6
7

●
時
間
額
　
８
０
９
円

●
発
行
日
　
平
成
30
年
10
月
６
日

　
群
馬
県
内
の
事
業
場
に
使
用
さ

れ
る
労
働
者
及
び
こ
れ
ら
の
労
働

者
を
使
用
す
る
使
用
者
の
す
べ
て

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
必
ず

確
認
、
最
低
賃
金
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

①
実
施
日
時
　
平
成
31
年
２
月
20

日
（
水
）
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
直
通
）

春
季
特
別
展
示

「
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展
」を

開
催
し
ま
す

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
ブ
ル
よ
り
出
店
募
集

群
馬
県
最
低
賃
金

（
地
域
別
最
低
賃
金
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

食
育
講
座

「
お
母
さ
ん
と
一緒
に
学
ぶ

た
べ
も
の
教
室
」開
催

健康健康

富
岡
甘
楽
地
域
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
―
5
5
6
―
8
8
4

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常

的
に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

や
財
産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の

身
近
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
成
年
後
見
制
度
の

疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ

い
て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た

だ
い
た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を

開
催
し
ま
す

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
も
し
身

近
に
認
知
症
の
人
が
い
る
時
に
、

そ
っ
と
見
守
る
、
そ
っ
と
手
助
け

す
る
「
応
援
者
」
で
す
。

　
何
か
特
別
な
事
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
や
家

族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
増
え
る
事
で
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し

し
ま
す
。

●
と
き
　
3
月
9
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
西
毛
病
院
　
重
度
認

知
症
デ
イ
ケ
ア
　
な
の
は
な
棟
　

富
岡
市
神
農
原
5
5
9
―
1

●
対
象
者
　
認
知
症
に
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み

事
前
に
電
話
く
だ
さ
い
。

西
毛
病
院
　
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

●
締
め
切
り
　
2
月
28
日

認
知
症
カ
フ
ェ「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」

●
日
時
　
２
月
９
日
（
土
）
、
３

月
９
日
（
土
）
　
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午

●
会
場
　
西
毛
病
院
　
認
知
症
デ

イ
ケ
ア
　
な
の
は
な
棟
１
階

●
対
象
者

・
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た
人
や

物
わ
す
れ
が
気
に
な
る
人

・
認
知
症
の
人
の
介
護
を
し
て
い

る
家
族

・
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人

●
内
容
　
認
知
症
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
（
茶
話
会
）
、
認
知
症

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
お
飲
み
物
や

お
菓
子
を
お
出
し
し
ま
す

●
参
加
費
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
事
前
に
電
話
で
、
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6
）
へ

※
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
可
能

で
す

　
町
及
び
教
育
委
員
会
で
は
、
人

権
啓
発
の
一
環
と
し
て
次
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
日
時
　
２
月
27
日
（
水
）
午
後

２
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場 

２
階 

２
０
１
会
議
室

●
演
題
　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的

少
数
者
の
人
権
」

●
内
容
　
L
G
B
T
の
基
礎
知
識

や
体
験
談
等

●
講
師
　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
支
援
団
体
ハ
レ
ル
ワ
　

間
々
田
代
表
　
他

●
参
加
費
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

　下
仁
田
町
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５
　

人
権
講
演
会
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外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日

に
実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。

個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８
 

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

2月～3月は毎週水曜日（全８回）
下仁田町東町公民館にて実施します。

日程

平成31年2月6日（水）

平成31年2月13日（水）

平成31年2月20日（水）

平成31年2月27日（水）

内容

介護予防体操

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

●
申
込
受
付
期
間
　
平
成
３１
年
２
月

１
日
〜
１０
月
３１
日
ま
で

●
申
込
受
付
時
間
　
平
日…

午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
受
診
で
き
る
期
間
　
平
成
３１
年
４

月
１
日
〜
平
成
３２
年
３
月
３１
日

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院
　

☎
８２
―
３
５
５
５

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
）
の
被
保
険
者
で
、
検
査
日

ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て
い
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）
を
完
納
し
て
い
る
人

・
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で

行
う
健
診
を
受
診
し
な
い
人

※

注
意
：
受
診
で
き
る
の
は
町
が
実

施
す
る
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
等
）
で
、

年
度
内
に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察
（
内
科
）
、
心
電
図
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
胃
カ
メ
ラ
、
エ
コ
ー
、
血

液
検
査
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
（
１
泊

２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
及
び
血
糖
検

査
（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
骨
密
度
測
定
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

19
―
９
）
、
女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
・
Ｃ
Ａ

１
２
５
・
Ｃ
Ａ
15
―
３
）
な
ど
は
別

途
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用・募
集
人
数（
予
定
）

　
費
用
・
募
集
人
数
に
つ
い
て
は
、

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
４
月
の
広

報
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
も
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

同
額
の
自
己
負
担
で
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　
た
だ
し
、
日
帰
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

※

平
成
30
年
度
の
自
己
負
担
額
は
、

日
帰
り
が
９
，
５
６
０
円
（
国
保
・
後

期
）
、
１
泊
２
日
が
２
３
，
７
２
０
円

（
国
保
の
み
）
で
し
た
が
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
８２
―
３
５

５
５
）
へ
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
旨
を
伝
え
て
、
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。（
受
診
で
き
る
の
は
、
４
月
１

日
以
降
）

〜
国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集
〜

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

〜
65
歳
以
上
の

ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

　
育
児
、
家
事
等
の
支
援
を
必
要

と
す
る
出
産
後
の
マ
マ
（
産
後
マ

マ
）
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
軽

減
の
た
め
、
産
後
マ
マ
の
い
る
家

庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
、
育

児
、
家
事
等
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
、
産
後
マ
マ
が
安
心

し
て
育
児
や
日
常
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
本
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
く
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
在
宅
し
て
い
る
こ
と
。

③
育
児
、
家
事
等
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
家
族
の
い
な
い
状
態

で
あ
る
こ
と
。

④
出
産
後
６
か
月
間
、
多
胎
の
場

合
は
１
年
間
で
あ
る
こ
と
。

⑤
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
 

①
乳
児
の
沐
浴
介
助
及
び
育
児
支
援

②
在
宅
で
の
兄
弟
・
姉
妹
の
世
話

③
食
事
の
準
備
及
び
後
片
付
け

④
居
室
等
の
掃
除
及
び
整
理
整
頓

⑤
衣
類
の
洗
濯

⑥
生
活
必
需
品
等
の
買
い
物

⑦
育
児
又
は
日
常
生
活
の
会
話

●
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
時
間
等

①
日
曜
日
、
土
曜
日
、
国
民
の
祝

産
後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を

始
め
ま
す
。

●
２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
●

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
及
び
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら

同
月
31
日
ま
で
の
日
、
１
月
２
日
及

び
同
月
３
日
を
い
う
。
）
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

②
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
時
間
は
１
回

の
利
用
に
つ
き
原
則
２
時
間
以

内
。
派
遣
回
数
は
30
回
（
１
日
に

つ
き
１
回
お
よ
び
１
週
間
に
２
回

に
限
る
。
）
以
内
、
多
胎
の
場
合

は
60
回
（
１
日
に
つ
き
１
回
お
よ

び
１
週
間
に
２
回
に
限
る
。
）
以

内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
利
用
の
申
込
み

　
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
の
７

日
前
ま
で
に
、
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込

み
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
事
前

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
の

様
式
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
ご
請

求
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
中
止

　
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受
け
る
産

後
マ
マ
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を

中
止
し
ま
す
。

①
感
染
性
の
疾
病
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

②
疾
病
に
よ
り
入
院
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
と
き
。

③
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
危
害
を
加
え
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

④
そ
の
他
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
金
　
　

①
身
体
・
生
活
支
援

2
時
間
ま
で
５
０
０
円

３
時
間
ま
で
1
，
０
０
０
円

②
生
活
支
援

２
時
間
ま
で
３
０
０
円

３
時
間
ま
で
６
０
０
円

　
サ
ー
ビ
ス
当
日
に
ヘ
ル
パ
ー
が
現

金
で
集
金
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
護
世
帯

に
属
す
る
方
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
予
防
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

健康健康
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外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日

に
実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。

個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８
 

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

2月～3月は毎週水曜日（全８回）
下仁田町東町公民館にて実施します。

日程

平成31年2月6日（水）

平成31年2月13日（水）

平成31年2月20日（水）

平成31年2月27日（水）

内容

介護予防体操

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

●
申
込
受
付
期
間
　
平
成
３１
年
２
月

１
日
〜
１０
月
３１
日
ま
で

●
申
込
受
付
時
間
　
平
日…

午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
受
診
で
き
る
期
間
　
平
成
３１
年
４

月
１
日
〜
平
成
３２
年
３
月
３１
日

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院
　

☎
８２
―
３
５
５
５

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
）
の
被
保
険
者
で
、
検
査
日

ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て
い
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）
を
完
納
し
て
い
る
人

・
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で

行
う
健
診
を
受
診
し
な
い
人

※

注
意
：
受
診
で
き
る
の
は
町
が
実

施
す
る
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
等
）
で
、

年
度
内
に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察
（
内
科
）
、
心
電
図
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
胃
カ
メ
ラ
、
エ
コ
ー
、
血

液
検
査
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
（
１
泊

２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
及
び
血
糖
検

査
（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
骨
密
度
測
定
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

19
―
９
）
、
女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
・
Ｃ
Ａ

１
２
５
・
Ｃ
Ａ
15
―
３
）
な
ど
は
別

途
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用・募
集
人
数（
予
定
）

　
費
用
・
募
集
人
数
に
つ
い
て
は
、

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
４
月
の
広

報
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
も
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

同
額
の
自
己
負
担
で
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　
た
だ
し
、
日
帰
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

※

平
成
30
年
度
の
自
己
負
担
額
は
、

日
帰
り
が
９
，
５
６
０
円
（
国
保
・
後

期
）
、
１
泊
２
日
が
２
３
，
７
２
０
円

（
国
保
の
み
）
で
し
た
が
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
８２
―
３
５

５
５
）
へ
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
旨
を
伝
え
て
、
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。（
受
診
で
き
る
の
は
、
４
月
１

日
以
降
）

〜
国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集
〜

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

〜
65
歳
以
上
の

ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

　
育
児
、
家
事
等
の
支
援
を
必
要

と
す
る
出
産
後
の
マ
マ
（
産
後
マ

マ
）
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
軽

減
の
た
め
、
産
後
マ
マ
の
い
る
家

庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
、
育

児
、
家
事
等
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
、
産
後
マ
マ
が
安
心

し
て
育
児
や
日
常
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
本
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
く
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
在
宅
し
て
い
る
こ
と
。

③
育
児
、
家
事
等
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
家
族
の
い
な
い
状
態

で
あ
る
こ
と
。

④
出
産
後
６
か
月
間
、
多
胎
の
場

合
は
１
年
間
で
あ
る
こ
と
。

⑤
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
 

①
乳
児
の
沐
浴
介
助
及
び
育
児
支
援

②
在
宅
で
の
兄
弟
・
姉
妹
の
世
話

③
食
事
の
準
備
及
び
後
片
付
け

④
居
室
等
の
掃
除
及
び
整
理
整
頓

⑤
衣
類
の
洗
濯

⑥
生
活
必
需
品
等
の
買
い
物

⑦
育
児
又
は
日
常
生
活
の
会
話

●
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
時
間
等

①
日
曜
日
、
土
曜
日
、
国
民
の
祝

産
後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を

始
め
ま
す
。

●
２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
●

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
及
び
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら

同
月
31
日
ま
で
の
日
、
１
月
２
日
及

び
同
月
３
日
を
い
う
。
）
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

②
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
時
間
は
１
回

の
利
用
に
つ
き
原
則
２
時
間
以

内
。
派
遣
回
数
は
30
回
（
１
日
に

つ
き
１
回
お
よ
び
１
週
間
に
２
回

に
限
る
。
）
以
内
、
多
胎
の
場
合

は
60
回
（
１
日
に
つ
き
１
回
お
よ

び
１
週
間
に
２
回
に
限
る
。
）
以

内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
利
用
の
申
込
み

　
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
の
７

日
前
ま
で
に
、
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込

み
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
事
前

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
の

様
式
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
ご
請

求
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
中
止

　
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受
け
る
産

後
マ
マ
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を

中
止
し
ま
す
。

①
感
染
性
の
疾
病
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

②
疾
病
に
よ
り
入
院
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
と
き
。

③
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
危
害
を
加
え
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

④
そ
の
他
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
金
　
　

①
身
体
・
生
活
支
援

2
時
間
ま
で
５
０
０
円

３
時
間
ま
で
1
，
０
０
０
円

②
生
活
支
援

２
時
間
ま
で
３
０
０
円

３
時
間
ま
で
６
０
０
円

　
サ
ー
ビ
ス
当
日
に
ヘ
ル
パ
ー
が
現

金
で
集
金
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
護
世
帯

に
属
す
る
方
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
予
防
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

健康健康



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／乳がん対策―自分でできること知っておくこと　火／タバコと歯周病
水／妊娠中の体重の増加　　　 木／受け口・反対咬合の矯正時期
金／ラテックスフルーツ症候群   　土日／ほくろの数が増えた、大きくなった
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆６日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 2月 ☎０２７－２３４－４９７０

H31年2月～3月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

2月22日（金）

2月5日（火）
3月5日（火）

3月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年7月～8月生まれ

平成30年4月～5月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年7月～8月生まれ

平成30年10月～11月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

2月8日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆２月３日(日)　宮崎誠先生（宮崎医院）
◆２月１７日(日)　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
2月4・18・
　　25日（月）

2月25日（月）

2月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

交流防災ステーション
（道の駅しもにた地内）

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　14日(木)
19日(火)
19日(火)
19日(火)

健康運動指導士

20日(水)
20日(水)
22日(金)

　22日(金)
　21日(木)

7日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

26日(火)
26日(火)

　15日(金)
15日(金)
14日(木)
1日(金)

12日(火)
12日(火)
19日(火)
1日(金)

　5日(火)
5日(火)

15日(金)
15日(金)
6日(水)
6日(水)

27日(水)
27日(水)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／乳がん対策―自分でできること知っておくこと　火／タバコと歯周病
水／妊娠中の体重の増加　　　 木／受け口・反対咬合の矯正時期
金／ラテックスフルーツ症候群   　土日／ほくろの数が増えた、大きくなった
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆６日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 2月 ☎０２７－２３４－４９７０

H31年2月～3月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

2月22日（金）

2月5日（火）
3月5日（火）

3月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年7月～8月生まれ

平成30年4月～5月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年7月～8月生まれ

平成30年10月～11月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

2月8日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆２月３日(日)　宮崎誠先生（宮崎医院）
◆２月１７日(日)　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
2月4・18・
　　25日（月）

2月25日（月）

2月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

交流防災ステーション
（道の駅しもにた地内）

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　14日(木)
19日(火)
19日(火)
19日(火)

健康運動指導士

20日(水)
20日(水)
22日(金)

　22日(金)
　21日(木)

7日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

26日(火)
26日(火)

　15日(金)
15日(金)
14日(木)
1日(金)

12日(火)
12日(火)
19日(火)
1日(金)

　5日(火)
5日(火)

15日(金)
15日(金)
6日(水)
6日(水)

27日(水)
27日(水)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

2月
3月
2月
3月
2月
3月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

2/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

2/26（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

22広
報しもにた

氏　　　名

青木　海斗

新井　沙輝

石井　豪起　

上原千李花

大井田知美

氏　　　名

荻原恭之介

神戸　綾乃

佐藤　穂貴

瀬下　佳希

武内　　葵

氏　　　名

谷　　朱里

村木　巧馬

吉澤　伊吹

№

1

2

3

4

5

№

6

7

8

9

10

№

11

12

13

◆下仁田地区

　1月13日（日）下仁田町文化ホールにおいて成人式が挙行されました。
　新成人42名が晴れ姿や、スーツ姿で出席し、久しぶりに再会した友との会話に声を弾ませ、会場は笑顔に
包まれました。
　式典では町長などが新成人にエールを送り、大人への門出をお祝いしたほか、中学生の時の立志式で書
いた「20歳の自分への手紙」の受け取り、中学時代の恩師からのメッセージ上映、抽選会も行われました。
　また、新成人を代表して永井俊輔さん（小坂）が「今まで支えて下さった方々への感謝を抱き、責任と自覚を
持って行動していきます」と力強く謝辞を述べました。

　1月13日（日）下仁田町文化ホールにおいて成人式が挙行されました。
　新成人42名が晴れ姿や、スーツ姿で出席し、久しぶりに再会した友との会話に声を弾ませ、会場は笑顔に
包まれました。
　式典では町長などが新成人にエールを送り、大人への門出をお祝いしたほか、中学生の時の立志式で書
いた「20歳の自分への手紙」の受け取り、中学時代の恩師からのメッセージ上映、抽選会も行われました。
　また、新成人を代表して永井俊輔さん（小坂）が「今まで支えて下さった方々への感謝を抱き、責任と自覚を
持って行動していきます」と力強く謝辞を述べました。

▲抽選会当選者

●出席者　42名（男：25、女：17）
●対象者　52名（男：26、女：26）
●出席者　42名（男：25、女：17）
●対象者　52名（男：26、女：26）

平成31年成人式 ～大人の門出～平成31年成人式 ～大人の門出～平成31年成人式 ～大人の門出～

氏　　　名

猪野　景子

岡野　史和

神谷　瑞穂　

小金澤歩夢

小金澤勇人

氏　　　名

榊原　主将　

瀬間　昂太

髙橋　杏佳

永井　健太

黛　　晃輔

氏　　　名

黛　　咲有

三木　郁弥

山田　豊輝

№

1

2

3

4

5

№

6

7

8

9

10

№

11

12

13

◆馬山地区

氏　　　名

安藤　　凌

五十嵐元希

金井　真琴

氏　　　名

佐藤　　巧

永井　俊輔

長井　大海

氏　　　名

吉田　莉紗

№

1

2

3

№

4

5

6

№

7

◆小坂地区

氏　　　名

佐藤　優人

園部　江利

園部　峻也

氏　　　名

黛　智香子

武藤　真大

柳　　芽生

氏　　　名

山田佳寿美

山田日菜子

№

1

2

3

№

4

5

6

№

7

8

◆西牧地区

氏　　　名

福田　帆輪

№

1

◆青倉地区

▲代表謝辞▲代表謝辞

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

平成31年
2月1日発行
419号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図

書
館
か
ら
『
地
域
協
力
図
書
』
と

し
て
文
学
、
実
用
、
児
童
向
け
な

ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
比
較

的
新
し
い
本
を
中
心
に
、
１
月
25

日
（
金
）
に
入
れ
替
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を
実
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し

ま
し
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。
次
回
は
５
月
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旬
の
予

定
で
す
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用
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だ
さ

い
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公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下

仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町

の
名
称
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
自
然
や
教

育
、
町
の
現
状
な
ど
多
目
的
な
視

点
で
下
仁
田
町
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
で
す
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受
講
申
込
す
る
程
で
も
な
い

が
、
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
　
２
月
24
日
（
日
）

午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

（
旧
青
倉
小
学
校
）
　

●
講
座
内
容
　
下
仁
田
の
山
々
の

生
い
立
ち
（
現
地
視
察
あ
り
）

●
講
師
　
下
仁
田
自
然
学
校

保
科
裕
先
生

●
受
講
料
　
無
料

県
立
図
書
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

県
立
図
書
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン

参
加
の
ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン

参
加
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより
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2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

2/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

2/26（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

22広
報しもにた

氏　　　名

青木　海斗

新井　沙輝

石井　豪起　

上原千李花

大井田知美

氏　　　名

荻原恭之介

神戸　綾乃

佐藤　穂貴

瀬下　佳希

武内　　葵

氏　　　名

谷　　朱里

村木　巧馬

吉澤　伊吹

№

1

2

3

4

5

№

6

7

8

9

10

№

11

12

13

◆下仁田地区

　1月13日（日）下仁田町文化ホールにおいて成人式が挙行されました。
　新成人42名が晴れ姿や、スーツ姿で出席し、久しぶりに再会した友との会話に声を弾ませ、会場は笑顔に
包まれました。
　式典では町長などが新成人にエールを送り、大人への門出をお祝いしたほか、中学生の時の立志式で書
いた「20歳の自分への手紙」の受け取り、中学時代の恩師からのメッセージ上映、抽選会も行われました。
　また、新成人を代表して永井俊輔さん（小坂）が「今まで支えて下さった方々への感謝を抱き、責任と自覚を
持って行動していきます」と力強く謝辞を述べました。

　1月13日（日）下仁田町文化ホールにおいて成人式が挙行されました。
　新成人42名が晴れ姿や、スーツ姿で出席し、久しぶりに再会した友との会話に声を弾ませ、会場は笑顔に
包まれました。
　式典では町長などが新成人にエールを送り、大人への門出をお祝いしたほか、中学生の時の立志式で書
いた「20歳の自分への手紙」の受け取り、中学時代の恩師からのメッセージ上映、抽選会も行われました。
　また、新成人を代表して永井俊輔さん（小坂）が「今まで支えて下さった方々への感謝を抱き、責任と自覚を
持って行動していきます」と力強く謝辞を述べました。

▲抽選会当選者

●出席者　42名（男：25、女：17）
●対象者　52名（男：26、女：26）
●出席者　42名（男：25、女：17）
●対象者　52名（男：26、女：26）

平成31年成人式 ～大人の門出～平成31年成人式 ～大人の門出～平成31年成人式 ～大人の門出～

氏　　　名

猪野　景子

岡野　史和

神谷　瑞穂　

小金澤歩夢

小金澤勇人

氏　　　名

榊原　主将　

瀬間　昂太

髙橋　杏佳

永井　健太

黛　　晃輔

氏　　　名

黛　　咲有

三木　郁弥

山田　豊輝

№

1

2

3

4

5

№

6

7

8

9

10

№

11

12

13

◆馬山地区

氏　　　名

安藤　　凌

五十嵐元希

金井　真琴

氏　　　名

佐藤　　巧

永井　俊輔

長井　大海

氏　　　名

吉田　莉紗

№

1

2

3

№

4

5

6

№

7

◆小坂地区

氏　　　名

佐藤　優人

園部　江利

園部　峻也

氏　　　名

黛　智香子

武藤　真大

柳　　芽生

氏　　　名

山田佳寿美

山田日菜子

№

1

2

3

№

4

5

6

№

7

8

◆西牧地区

氏　　　名

福田　帆輪

№

1

◆青倉地区

▲代表謝辞▲代表謝辞

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

平成31年
2月1日発行
419号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図

書
館
か
ら
『
地
域
協
力
図
書
』
と

し
て
文
学
、
実
用
、
児
童
向
け
な

ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
比
較

的
新
し
い
本
を
中
心
に
、
１
月
25

日
（
金
）
に
入
れ
替
え
を
実
施
し

ま
し
た
。
次
回
は
５
月
下
旬
の
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下

仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町

の
名
称
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
自
然
や
教

育
、
町
の
現
状
な
ど
多
目
的
な
視

点
で
下
仁
田
町
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
で
す
。

　
受
講
申
込
す
る
程
で
も
な
い

が
、
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
　
２
月
24
日
（
日
）

午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

（
旧
青
倉
小
学
校
）
　

●
講
座
内
容
　
下
仁
田
の
山
々
の

生
い
立
ち
（
現
地
視
察
あ
り
）

●
講
師
　
下
仁
田
自
然
学
校

保
科
裕
先
生

●
受
講
料
　
無
料

県
立
図
書
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

県
立
図
書
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン

参
加
の
ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン

参
加
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより
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下
仁
田
ね
ぎ
の
栽
培

　
土
屋
長
一
郎
さ
ん（
馬
山
）に
指
導
を
お
願
い
し
、

小
学
校
４
年
生
が
下
仁
田
ね
ぎ
の
栽
培
を
行
い
ま

し
た
。５
月
21
日
に
ね
ぎ
苗
を
植
え
、８
月
30
日
に

植
替
え
を
し
、12
月
５
日
に
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
こ
の
他
に
も
土
あ
げ
等
に
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。下
仁
田
ね
ぎ
は
小
指
ほ
ど
の
太
さ

だ
っ
た
ね
ぎ
苗
が
植
替
え
を
経
て
太
く
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。収
穫
し
た
ね
ぎ
は
給
食
で
子
ど
も
た

ち
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
２
月
に
は
兵
庫
県
山

口
小
学
校
と
日
本
三
大
ね
ぎ
の
つ
な
が
り
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
交
流
授
業
を
行
い
ま
す
。

　
郷
土
へ
の
愛
着
を
育
み
、地
域
を

支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、下
仁
田
小
・
中
学
校
で
は
学

年
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
荒
船

風
穴
や
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
、下
仁

田
ね
ぎ
や
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
学
び
、

郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る「
下
仁
田

学
習
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
学

校
を
超
え
た
地
域
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、地
域
の
畑
を
借
り
た
り
、地

域
の
方
に
指
導
を
お
願
い
し
た
り

と
、学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
小
学
校
で
は
、学
校
の
近

く
に
荻
野
商
店
さ
ん
か
ら
借
り
て
い

る
畑
で
、小
学
３
年
生
は
こ
ん
に
ゃ

く
、小
学
４
年
生
は
下
仁
田
ね
ぎ
を

栽
培
し
て
お
り
、そ
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
の
栽
培

　
神
戸
重
信
さ
ん（
馬
山
）に

指
導
を
お
願
い
し
、小
学
校

３
年
生
が
こ
ん
に
ゃ
く
の
栽

培
を
行
い
ま
し
た
。５
月
29

日
に
こ
ん
に
ゃ
く
の
種
い
も
を

植
え
、12
月
４
日
に
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。今
年
の
大
変
な

猛
暑
に
も
耐
え
、こ
ん
に
ゃ
く

い
も
の
多
く
が
成
長
し
ま
し

た
。神
戸
さ
ん
は
パ
ネ
ル
を
用

い
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
関
心
を

高
め
、初
め
て
見
る
大
き
な
こ

ん
に
ゃ
く
い
も
に
子
ど
も
た

ち
は
驚
き
の
声
を
上
げ
、収

穫
に
夢
中
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。３
年
生
は
今
後
、収

穫
し
た
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
で
手

作
り
体
験
を
行
い
ま
す
。　

下
仁
田
小
学
校
に
お
け
る
下
仁
田
学
習

〜
下
仁
田
名
産
の
発
掘
〜

下
仁
田
小
学
校
に
お
け
る
下
仁
田
学
習

〜
下
仁
田
名
産
の
発
掘
〜

下仁田学習の取り組み下仁田学習の取り組み

種いもの説明をする神戸重信さん種いもの説明をする神戸重信さん こんにゃく植えの様子こんにゃく植えの様子

作業の説明をする土屋長一郎さん作業の説明をする土屋長一郎さん ねぎ植えの様子ねぎ植えの様子

こんにゃく堀りの様子こんにゃく堀りの様子
収穫には地域おこし協力隊の
篠原司さん（左）もかけつけてくれました
収穫には地域おこし協力隊の
篠原司さん（左）もかけつけてくれました
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30
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
１
月
１
日
（
月
）
恒
例
と
な
っ

た
荒
船
山
へ
の
新
年
登
山
が
、
町

体
育
協
会
山
岳
部
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
山

頂
か
ら
の
初
日
の
出
を
拝
み
、
雑

煮
を
食
べ
な
が
ら
１
年
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

荒
船
山
新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

荒
船
山
新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

　
平
成
30
年
10
月
15
日
、
エ
ス
エ

ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

東
京
支
社
様
（
東
京
都
品
川
区
南

大
井
）
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ

く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
対
し

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
10
万
円
の

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

●
業
務
内
容
　
設
計
／
調
達
／

建
設
／
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
／

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
／
運
営
維
持
管
理

エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
東
京

支
社
様
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附

エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
東
京

支
社
様
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附

商
工
会
青
年
部

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

商
工
会
青
年
部

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
こ
の
度
１
月
31
日
を
も
っ
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま

し
た
、
沼
田
香
輝
と
申
し
ま
す
。

　
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年

間
で
し
た
。
「
食
の
伝
承
」
と
言

う
全
国
で
も
例
の
少
な
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
年
経
っ
て
思
い
返
す
と
本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
や

応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の
協
力
隊

だ
っ
た
と
、
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま

し
た
。

「
一
番
」
に
て
人
生
で
一
番
濃
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

第
４
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
・
出
演
団
体
募
集

　
役
場
正
面
玄
関
に
年
末
年
始
の

風
物
詩
で
あ
る
門
松
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
門
松
は

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）
が
手

作
り
し
た
も
の
で
、
近
年
は
材
料

調
達
も
む
ず
か
し
い
中
、
有
賀
さ

ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
毎
年
作
成
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）

よ
り
門
松
を
寄
贈

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）

よ
り
門
松
を
寄
贈

　
町
の
環
境
保
全
の
た
め
、
金
５

万
円
を
長
岡
稔
様
（
本
宿
）
か
ら

ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
　
浄
財
の

ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 浄

財
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

浄
財
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

　
１
月
４
日
（
金
）
文
化
ホ
ー
ル

で
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
際
し
、
火
災
の

早
期
発
見
・
通
報
、
初
期
消
火
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

状
贈
呈
を
行
い
、
ま
た
、
永
年
勤

続
表
彰
な
ど
消
防
に
携
わ
る
関
係

者
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

下
仁
田
町
消
防
団
・
消
防
署

消
防
出
初
式
挙
行

下
仁
田
町
消
防
団
・
消
防
署

消
防
出
初
式
挙
行

３
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
「
一
番
」
を
受
け
継
が

せ
て
い
た
だ
き
、
末
永
く
下
仁
田

町
で
精
進
し
て
行
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
応
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
「
一
番
」
の
50
年
以
上
続

く
味
や
、
師
匠
達
の
雰
囲
気
を
な

る
べ
く
残
し
て
い
け
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
至
ら
ぬ
点
が
本
当
に
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
９
日
（
日
）
下
仁
田
中
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、
第
37
回
町

民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
甘
楽
中
学
校
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
中
学
生
35
名
・
一
般
34
名
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
） 町

民
卓
球
大
会
結
果

町
民
卓
球
大
会
結
果

種目
１年生男子

２年生男子

１年生女子

２年生女子

ラリーポイント

ダブルス

ラリーポイント

団体

優勝
土筆 央奨（甘楽）

吉田 凌也（甘楽）

齋藤 朱里（甘楽）

神戸 菜々子（下仁田）

米田 加奈・齋藤 朱里（甘楽）

岡田 健吾・高橋 恵子

岡田 健吾・高橋 恵子

ＧＡＰ

準優勝
岸 颯汰（甘楽）

越 悠稀（甘楽）

大河原 萌未（甘楽）

髙橋 妃煌(下仁田）

神戸 菜々子・髙橋 妃煌（下仁田）

小林 俊貴・関 健伸

小林 俊貴・関 健伸

ナイスワン富岡

第 ３ 位
清水 択真（甘楽）

柴田 晄希（甘楽）

星 甘夏（甘楽）

米田 加奈（甘楽）

柴田 晄希・吉田 凌也（甘楽）

三木 隆幸・松本 幸大郎

佐藤 斗伸・武藤 暢久

ソネッチ

中
学
生

一
般

町
民
卓
球
大
会
結
果

町
民
卓
球
大
会
結
果

　
ほ
た
る
山
公
園
で
恒
例
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
点
灯
さ
れ
ま

し
た
。
町
を
望
む
高
台
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
近
く
で
見
る
と

よ
り
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会
で
は
、
伝
統
文
化
披
露
公
演
に
出
演
い

た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
　
５
月
26
日
（
日
）
●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
募
集
期
間
　
２
月
28
日
（
木
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会
　
市
川

☎
0
8
0
―
6
6
7
7
―
5
9
9
7

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
１
月
１
日
（
月
）
恒
例
と
な
っ

た
荒
船
山
へ
の
新
年
登
山
が
、
町

体
育
協
会
山
岳
部
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
山

頂
か
ら
の
初
日
の
出
を
拝
み
、
雑

煮
を
食
べ
な
が
ら
１
年
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

荒
船
山
新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

荒
船
山
新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

　
平
成
30
年
10
月
15
日
、
エ
ス
エ

ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

東
京
支
社
様
（
東
京
都
品
川
区
南

大
井
）
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ

く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
対
し

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
10
万
円
の

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

●
業
務
内
容
　
設
計
／
調
達
／

建
設
／
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
／

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
／
運
営
維
持
管
理

エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
東
京

支
社
様
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附

エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
東
京

支
社
様
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附

商
工
会
青
年
部

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

商
工
会
青
年
部

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
こ
の
度
１
月
31
日
を
も
っ
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま

し
た
、
沼
田
香
輝
と
申
し
ま
す
。

　
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年

間
で
し
た
。
「
食
の
伝
承
」
と
言

う
全
国
で
も
例
の
少
な
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
年
経
っ
て
思
い
返
す
と
本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
や

応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の
協
力
隊

だ
っ
た
と
、
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま

し
た
。

「
一
番
」
に
て
人
生
で
一
番
濃
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

第
４
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
・
出
演
団
体
募
集

　
役
場
正
面
玄
関
に
年
末
年
始
の

風
物
詩
で
あ
る
門
松
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
門
松
は

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）
が
手

作
り
し
た
も
の
で
、
近
年
は
材
料

調
達
も
む
ず
か
し
い
中
、
有
賀
さ

ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
毎
年
作
成
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）

よ
り
門
松
を
寄
贈

有
賀
芳
太
郎
さ
ん
（
青
倉
）

よ
り
門
松
を
寄
贈

　
町
の
環
境
保
全
の
た
め
、
金
５

万
円
を
長
岡
稔
様
（
本
宿
）
か
ら

ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
　
浄
財
の

ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 浄

財
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

浄
財
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

　
１
月
４
日
（
金
）
文
化
ホ
ー
ル

で
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
際
し
、
火
災
の

早
期
発
見
・
通
報
、
初
期
消
火
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

状
贈
呈
を
行
い
、
ま
た
、
永
年
勤

続
表
彰
な
ど
消
防
に
携
わ
る
関
係

者
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

下
仁
田
町
消
防
団
・
消
防
署

消
防
出
初
式
挙
行

下
仁
田
町
消
防
団
・
消
防
署

消
防
出
初
式
挙
行

３
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
「
一
番
」
を
受
け
継
が

せ
て
い
た
だ
き
、
末
永
く
下
仁
田

町
で
精
進
し
て
行
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
応
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
「
一
番
」
の
50
年
以
上
続

く
味
や
、
師
匠
達
の
雰
囲
気
を
な

る
べ
く
残
し
て
い
け
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
至
ら
ぬ
点
が
本
当
に
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
９
日
（
日
）
下
仁
田
中
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、
第
37
回
町

民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
甘
楽
中
学
校
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
中
学
生
35
名
・
一
般
34
名
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
） 町

民
卓
球
大
会
結
果

町
民
卓
球
大
会
結
果

種目
１年生男子

２年生男子

１年生女子

２年生女子

ラリーポイント

ダブルス

ラリーポイント

団体

優勝
土筆 央奨（甘楽）

吉田 凌也（甘楽）

齋藤 朱里（甘楽）

神戸 菜々子（下仁田）

米田 加奈・齋藤 朱里（甘楽）

岡田 健吾・高橋 恵子

岡田 健吾・高橋 恵子

ＧＡＰ

準優勝
岸 颯汰（甘楽）

越 悠稀（甘楽）

大河原 萌未（甘楽）

髙橋 妃煌(下仁田）

神戸 菜々子・髙橋 妃煌（下仁田）

小林 俊貴・関 健伸

小林 俊貴・関 健伸

ナイスワン富岡

第 ３ 位
清水 択真（甘楽）

柴田 晄希（甘楽）

星 甘夏（甘楽）

米田 加奈（甘楽）

柴田 晄希・吉田 凌也（甘楽）

三木 隆幸・松本 幸大郎

佐藤 斗伸・武藤 暢久

ソネッチ

中
学
生

一
般

町
民
卓
球
大
会
結
果

町
民
卓
球
大
会
結
果

　
ほ
た
る
山
公
園
で
恒
例
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
点
灯
さ
れ
ま

し
た
。
町
を
望
む
高
台
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
近
く
で
見
る
と

よ
り
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会
で
は
、
伝
統
文
化
披
露
公
演
に
出
演
い

た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
　
５
月
26
日
（
日
）
●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
募
集
期
間
　
２
月
28
日
（
木
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会
　
市
川

☎
0
8
0
―
6
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身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）
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12
月
22
日
（
土
）
下
仁
田
町
公

民
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
下
仁

田
町
青
少
推
等
の
主
催
に
よ
る
、

町
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
地
区
で
練
習
会
を
行
い
、
本

大
会
に
備
え
て
き
た
選
手
１
０
９

名
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
激
闘
を
勝
ち
抜
い
た
上

位
チ
ー
ム
・
個
人
を
紹
介
し
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
チ
ー
ム
・
個
人
は

１
月
27
日
の
甘
楽
郡
大
会
（
甘
楽

町
「
ら
・
ら
・
か
ん
ら
」
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

第
34
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

第
34
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

　
11
月
頃
か
ら
各
地
区
の
集
会
場
に
お

い
て
、
町
か
る
た
大
会
に
向
け
た
上
毛

か
る
た
の
練
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
青
少
推
で

は
28
年
度
よ
り
「
地
域
ご
と
の
か
る
た

活
動
の
支
援
」
と
し
て
各
地
区
の
集
会

場
を
訪
問
さ
せ
て
い
て
い
ま
す
。
支
援

活
動
と
し
て
は
、
「
青
少
推
の
紹
介
、

激
励
金
の
交
付
、
審
判
・
対
戦
な
ど
を

通
じ
た
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
」
と
い

う
内
容
で
す
。

青
少
推
、

か
る
た
を
激
励

青
少
推
、

か
る
た
を
激
励

　
平
成
30
年
12
月
23
日
（
祝
）
に
第
25

回
富
岡
市
ミ
ニ
バ
ス
交
歓
大
会
が
、
も

み
じ
平
運
動
公
園
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
「
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
男
子
」
が
西

毛
地
区
９
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
４
試

合
全
勝
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
興
味
が
あ
る
小
学
生
を
常

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
は
保
護
者
に
お
気

軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
67―

５
０
０
７
　
金
井
ま
で

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス

　優
勝

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス

　優
勝

低
学
年

団
体

個
人

ａブロック

ｂブロック

ｃブロック

ｄブロック

ｅブロック

ｆブロック

下町・東町Ｃ

仲町・上町・旭町Ｂ

小川Ｃ

岩田彩伽（下仁田）

森川陽菜子（下仁田）

鈴木虎太郎（下仁田）

高
学
年

団
体

個
人

優勝

準優勝

3位

優勝

準優勝

3位

旭町Ａ

下町・東町Ｂ

吉崎Ａ

平栁優太（下仁田）

佐藤由佳（馬山）

岩井大乃介（下仁田）

青
少
推
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
は
じ
め
、

あ
い
さ
つ
運
動
等
で
地
域
に
根
ざ
し
た

青
少
年
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
都
市
ガ
ス
は
、
ガ
ス
事
業
の

譲
渡
に
よ
り
、
東
海
ガ
ス
㈱
が

供
給
し
ま
す
。
４
月
１
日
以
降

の
都
市
ガ
ス
に
関
す
る
業
務

（
開
閉
栓
・
各
種
受
付
・
料
金

な
ど
）
は
東
海
ガ
ス
㈱
が
行
い

ま
す
。
引
き
継
ぎ
に
と
も
な

う
、
ガ
ス
の
検
針
や
料
金
の
お

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
ご
案

内
し
ま
す
。

　
毎
月
10
日
〜
16
日
の
期
間
に
検

針
を
行
い
ま
す
。

※

水
道
の
検
針
は
、
隔
月
１
日
〜

12
日
に
行
い
ま
す
。

　
毎
月
25
日
〜
29
日
の
期
間
に
変

わ
り
ま
す
。

※

水
道
料
金
は
今
ま
で
ど
お
り
26

日
に
な
り
ま
す
。

●
口
座
振
替

　
下
仁
田
町
内
に
支
店
を
有
す
る
金

融
機
関
と
全
国
の
郵
便
局
で
、
ガ
ス

料
金
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

●
東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
入
金

　
東
海
ガ
ス
㈱
の
指
定
口
座
へ
お
振

込
み
く
だ
さ
い
（
振
込
手
数
料
は
お

客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
）

●
東
海
ガ
ス
㈱
窓
口
で
の
支
払
い

　
４
月
よ
り
東
海
ガ
ス
㈱
下
仁
田

支
店
の
店
頭
窓
口
で
、
お
支
払
い

が
で
き
ま
す
。

・
１
月
下
旬
〜

東
海
ガ
ス
㈱
が
お
客
様
へ
の
ご
挨

拶
訪
問
を
随
時
行
い
ま
す
。

・
３
月
１
日
〜
11
日

下
仁
田
町
役
場
が
検
針
を
行
い
ま
す
。

・
３
月
26
日

下
仁
田
町
役
場
が
３
月
請
求
分
の

口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。

・
４
月
１
日

東
海
ガ
ス
㈱
に
よ
る
ガ
ス
供
給
が

始
ま
り
ま
す
。

・
４
月
10
日
〜
16
日

東
海
ガ
ス
㈱
が
検
針
を
行
い
ま
す
。

・
４
月
25
日
〜
26
日

東
海
ガ
ス
㈱
が
４
月
請
求
分
の
口

座
振
替
を
行
い
ま
す
（※

３
月
検

針
日
の
翌
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
分
も
含
み
ま
す
。
）

●
東
海
ガ
ス
㈱
下
仁
田
支
店
の

事
業
所
に
つ
い
て

大
字
下
仁
田
４
７
９
番
地
３

☎
64―

９
４
０
０

●
受
付
時
間
　
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分

（
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
緊
急
時
は
、

右
記
に
限
ら
ず
24
時
間
３
６
５
日

対
応
い
た
し
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
ガ
ス
事
業
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
ガ
ス
事
業
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

平
成
３１
年
４
月
１
日

ス
タ
ー
ト
！

平
成
３１
年
４
月
１
日

ス
タ
ー
ト
！

ポ
イ
ン
ト
①
検
針
日

ポ
イ
ン
ト
①
検
針
日

ポ
イ
ン
ト
②
口
座
振
替
日

ポ
イ
ン
ト
②
口
座
振
替
日

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

ポ
イ
ン
ト
③

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い

方
法
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト
③

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い

方
法
に
つ
い
て

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信
第
７
号

第
７
号

町
営
ガ
ス
を

　
　
ご
利
用
の
皆
様
へ
！

町
営
ガ
ス
を

　
　
ご
利
用
の
皆
様
へ
！

下仁田町ガス事業通信下仁田町ガス事業通信

国道２５４号
富岡方面▶◀下仁田駅方面

国
道
２
５
４
号

東部
大橋

下仁田
高校様

下仁田町
役場

東海
ガス㈱

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）
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報しもにた

　
12
月
22
日
（
土
）
下
仁
田
町
公

民
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
下
仁

田
町
青
少
推
等
の
主
催
に
よ
る
、

町
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
地
区
で
練
習
会
を
行
い
、
本

大
会
に
備
え
て
き
た
選
手
１
０
９

名
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
激
闘
を
勝
ち
抜
い
た
上

位
チ
ー
ム
・
個
人
を
紹
介
し
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
チ
ー
ム
・
個
人
は

１
月
27
日
の
甘
楽
郡
大
会
（
甘
楽

町
「
ら
・
ら
・
か
ん
ら
」
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

第
34
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

第
34
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

　
11
月
頃
か
ら
各
地
区
の
集
会
場
に
お

い
て
、
町
か
る
た
大
会
に
向
け
た
上
毛

か
る
た
の
練
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
青
少
推
で

は
28
年
度
よ
り
「
地
域
ご
と
の
か
る
た

活
動
の
支
援
」
と
し
て
各
地
区
の
集
会

場
を
訪
問
さ
せ
て
い
て
い
ま
す
。
支
援

活
動
と
し
て
は
、
「
青
少
推
の
紹
介
、

激
励
金
の
交
付
、
審
判
・
対
戦
な
ど
を

通
じ
た
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
」
と
い

う
内
容
で
す
。

青
少
推
、

か
る
た
を
激
励

青
少
推
、

か
る
た
を
激
励

　
平
成
30
年
12
月
23
日
（
祝
）
に
第
25

回
富
岡
市
ミ
ニ
バ
ス
交
歓
大
会
が
、
も

み
じ
平
運
動
公
園
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
「
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
男
子
」
が
西

毛
地
区
９
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
４
試

合
全
勝
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
興
味
が
あ
る
小
学
生
を
常

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
は
保
護
者
に
お
気

軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
67―

５
０
０
７
　
金
井
ま
で

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス

　優
勝

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス

　優
勝

低
学
年

団
体

個
人

ａブロック

ｂブロック

ｃブロック

ｄブロック

ｅブロック

ｆブロック

下町・東町Ｃ

仲町・上町・旭町Ｂ

小川Ｃ

岩田彩伽（下仁田）

森川陽菜子（下仁田）

鈴木虎太郎（下仁田）

高
学
年

団
体

個
人

優勝

準優勝

3位

優勝

準優勝

3位

旭町Ａ

下町・東町Ｂ

吉崎Ａ

平栁優太（下仁田）

佐藤由佳（馬山）

岩井大乃介（下仁田）

青
少
推
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
は
じ
め
、

あ
い
さ
つ
運
動
等
で
地
域
に
根
ざ
し
た

青
少
年
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
都
市
ガ
ス
は
、
ガ
ス
事
業
の

譲
渡
に
よ
り
、
東
海
ガ
ス
㈱
が

供
給
し
ま
す
。
４
月
１
日
以
降

の
都
市
ガ
ス
に
関
す
る
業
務

（
開
閉
栓
・
各
種
受
付
・
料
金

な
ど
）
は
東
海
ガ
ス
㈱
が
行
い

ま
す
。
引
き
継
ぎ
に
と
も
な

う
、
ガ
ス
の
検
針
や
料
金
の
お

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
ご
案

内
し
ま
す
。

　
毎
月
10
日
〜
16
日
の
期
間
に
検

針
を
行
い
ま
す
。

※

水
道
の
検
針
は
、
隔
月
１
日
〜

12
日
に
行
い
ま
す
。

　
毎
月
25
日
〜
29
日
の
期
間
に
変

わ
り
ま
す
。

※

水
道
料
金
は
今
ま
で
ど
お
り
26

日
に
な
り
ま
す
。

●
口
座
振
替

　
下
仁
田
町
内
に
支
店
を
有
す
る
金

融
機
関
と
全
国
の
郵
便
局
で
、
ガ
ス

料
金
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

●
東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
入
金

　
東
海
ガ
ス
㈱
の
指
定
口
座
へ
お
振

込
み
く
だ
さ
い
（
振
込
手
数
料
は
お

客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
）

●
東
海
ガ
ス
㈱
窓
口
で
の
支
払
い

　
４
月
よ
り
東
海
ガ
ス
㈱
下
仁
田

支
店
の
店
頭
窓
口
で
、
お
支
払
い

が
で
き
ま
す
。

・
１
月
下
旬
〜

東
海
ガ
ス
㈱
が
お
客
様
へ
の
ご
挨

拶
訪
問
を
随
時
行
い
ま
す
。

・
３
月
１
日
〜
11
日

下
仁
田
町
役
場
が
検
針
を
行
い
ま
す
。

・
３
月
26
日

下
仁
田
町
役
場
が
３
月
請
求
分
の

口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。

・
４
月
１
日

東
海
ガ
ス
㈱
に
よ
る
ガ
ス
供
給
が

始
ま
り
ま
す
。

・
４
月
10
日
〜
16
日

東
海
ガ
ス
㈱
が
検
針
を
行
い
ま
す
。

・
４
月
25
日
〜
26
日

東
海
ガ
ス
㈱
が
４
月
請
求
分
の
口

座
振
替
を
行
い
ま
す
（※

３
月
検

針
日
の
翌
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
分
も
含
み
ま
す
。
）

●
東
海
ガ
ス
㈱
下
仁
田
支
店
の

事
業
所
に
つ
い
て

大
字
下
仁
田
４
７
９
番
地
３

☎
64―

９
４
０
０

●
受
付
時
間
　
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分

（
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
緊
急
時
は
、

右
記
に
限
ら
ず
24
時
間
３
６
５
日

対
応
い
た
し
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
ガ
ス
事
業
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

東
海
ガ
ス
㈱
へ
の
ガ
ス
事
業
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

平
成
３１
年
４
月
１
日

ス
タ
ー
ト
！

平
成
３１
年
４
月
１
日

ス
タ
ー
ト
！

ポ
イ
ン
ト
①
検
針
日

ポ
イ
ン
ト
①
検
針
日

ポ
イ
ン
ト
②
口
座
振
替
日

ポ
イ
ン
ト
②
口
座
振
替
日

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

ポ
イ
ン
ト
③

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い

方
法
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト
③

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い

方
法
に
つ
い
て

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信
第
７
号

第
７
号

町
営
ガ
ス
を

　
　
ご
利
用
の
皆
様
へ
！

町
営
ガ
ス
を

　
　
ご
利
用
の
皆
様
へ
！

下仁田町ガス事業通信下仁田町ガス事業通信

国道２５４号
富岡方面▶◀下仁田駅方面

国
道
２
５
４
号

東部
大橋

下仁田
高校様

下仁田町
役場

東海
ガス㈱

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題



広報しもにた2月号（第754号）  発行/下仁田町役場　〒370-2601 大字下仁田682
☎0274-82-2111 編集/町長公室　印刷/荒瀬印刷（株）  毎月１回１日発行 町ホームページ http://www.town.shimonita.lg.jp/

有
料
広
告

月
2

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認

も
お
忘
れ
な
く
！

２
月
23
日（
土
）・24
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

８
日（
金
）・
20
日（
水
）・
27
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・
19
日（
火
）・
28
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
８
期・

介
護
保
険
料
８
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
期

納
期
限
は
２
月
２８
日（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

2
月
の
支
払
日

3
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

イベント情報

早春の訪れを告げる福寿草と紅梅の花をおたのしみく
ださい。
●開催日　平成３1年２月中旬から３月下旬まで
　　　　　午前９時～午後４時
●協力金　大人300円　中学生100円
　　　　　小学生以下無料
●駐車場　有り（無料）
●問い合わせ　下仁田町観光協会　☎67-7500

虻田福寿草の里（中小坂）虻田福寿草の里（中小坂）

『平成』の幕を閉じる成人式

次代を担う主役の門出

平成３１年成人式を盛り上げた
実行委員メンバー（記事 P23）

税の申告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P16
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P26～P28

税の申告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P16
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P26～P28

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１９年
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Shimonita Pride in

力強い若者パワー

12月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

清 水　愛　子
石 井　洋　子
髙 橋　し　 ず
石 井　清　一
新 井　勇
黒 田　尚　久
岩 井　三　明
栁 澤　 　夫

（幸五郎）
（晃　英）
（杉﨑和枝）
（福澤みよ子）
（小橋桂子）
（かをる）
（正　典）
（　稔　）

小　川
下青倉
中小坂
大桑原
下青倉
旭　町
東　町
大　坂

地　区
ご出産おめでとうございます

石 井　成 晃 　（晃祐・美保）  下青倉

（保護者）出　生　児
じょうこう

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 2）
（　 5）
（　 2）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,406人
3,657人
3,749人
3,313世帯

転入  15人/  出生 3人
転出  13人/  死亡 12人

（1月1日現在）

（12月中）

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
下 山　大 将　　  （上蒔田）
木 暮　彩 乃  　　（伊勢崎市）｛
髙 橋　和 晃　　  （桐生市）
小金澤　希  　　  （南野牧）｛
青 木　拓 也　　  （富岡市）
石 井　沙 季  　   （中小坂）｛
松 浦　  保　  　  （中　央）
栁 沼　  歩    　   （南牧村）｛ 道の駅しもにた

リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
100円
1人
2個まで

100円
1人
2個まで

右記チケット提示で
神津牧場ジャージー牛乳使用プリン
１人２個まで100円　2/1～20日まで


